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菊文館 菊池市文化会館

菊老福 菊池老人福祉センター

児童セ 児童センター
西部セ 西部市民センター
健相室 健康相談室
菊多Ｇ
菊福館

菊池公園多目的グラウンド
菊池市福祉会館

旭憩家 旭志老人憩いの家
旭　公
旭　図

旭志公民館
旭志図書館

泗支所 泗水支所
泗　公 泗水公民館

泗　ホ
泗　図

泗水ホール
泗水図書館

七多セ七多セ七多セ

旭多セ 旭志多目的研修センター

七支所 七城支所
七城多目的研修センター

七　公
七　図

七城公民館
七城図書館

七総Ｇ 七城総合グラウンド
旭支所 旭志支所

七多セ
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日 Sun 月 Mon 火 Tue 水 Wed 木 Thu 金 Fri 土 Sat
1
◆栗だごフェスタ
10:00 ～14:00
重味迫龍ふれあい
センター
◆熊本再春荘病院
健康フェスティバル
10:00 ～13:30
熊本再春荘病院
◆夏井いつき句会
ライブ
14:00 ～菊文館

2 3
◆くまもと障がい
者芸術展
熊本県立美術館分館
◆新米ママの子育
ておしゃべり講座
14:00 ～16:00
西部セ

4
■弁護士相談
9:00 ～12:00

（要予約）泗支所
■行政無料相談
10:00 ～12:00
泗支所
●３・４カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）旭憩家
■窓口延長

（各種証明書の発行）
～20:00市民課

5
◆すくすく講座
10:30 ～11:30
児童セ
●３・４カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）西部セ

6
◆亘区チャリティー
お月見コンサート
2017
18:30 ～
亘区公民館
■菊池一族市民講座
19:00 ～菊文館

7
■第２回山鹿市民医
療センター「市民公
開講座」
13:30 ～15:30
山鹿市民交流セン
ター

8 9 体育の日 10
■年金出張相談
9:30 ～15:00

（要予約）菊池市役所
●育児相談
9:30 ～10:30

（受付）西部セ
●６・７カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）旭憩家

11
●１歳６カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）泗支所
■窓口延長

（各種証明書の発行）
～20:00市民課

12
◆すくすく講座
10:30 ～11:30
児童セ
■家庭教育・青少年
健全育成講演会
19:00 ～菊文館
◆人権コンサート
19:30 ～20:30　
旭　公

13
◆御松囃子御能
13:00 ～
菊池松囃子能場
●３歳児健診 
13:10 ～13:30

（受付）菊文館

14
◆菊池一族ウオーク
ラリー　10:00 ～
菊池夢美術館発着
●しすいっ子童話
会のおはなし会
11:00 ～泗　図
◆能場コンサート
18:00 ～
菊池松囃子能場

◆新米ママの子育
ておしゃべり講座
14:00 ～16:00
西部セ

15
◆御神幸行列・通し
物（市内パレード）
11:00 ～
隈府商店街一帯
●お楽しみ会
14:00 ～泗　図

16 17
●６・７カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）西部セ
■認知症サポーター
養成講座
14:00 ～菊福館

18
■弁護士相談
9:00 ～12:00

（要予約）
菊池市役所3階
■年金出張相談
9:30 ～15:00

（要予約）菊池市役所
■行政無料相談
10:00 ～12:00
菊池市役所3階
■窓口延長

（各種証明書の発行）
～20:00市民課

19
◆すくすく講座
10:30 ～11:30
児童セ
●１歳６カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）泗支所
◆新米ママの子育
ておしゃべり講座
14:00 ～16:00
西部セ

20
●３歳児健診 
13:10 ～13:30

（受付）菊文館

21
◆七城ふるさとコ
スモスまつり
17:00 ～七城総合
グラウンド
●旭志おはなし会
13:30 ～旭　図
●古典を楽しむ会
14:00 ～泗　図

22
◆軽トラ朝市
歩き愛です
7:30 ～11:30
迎町・中央通・立町

23
■納税相談夜間窓口
～10/27まで
～20:00税務課

24
■年金出張相談
9:30 ～15:00

（要予約）菊池市役所
●育児教室
9:30 ～10:00

（受付）西部セ
■もの忘れ相談会
13:30 ～16:00

（要予約）高齢支援課

25
■窓口延長

（各種証明書の発行）
～20:00市民課

26
◆すくすく講座
10:30 ～11:30
児童セ
●２歳児歯科健診
13:10 ～13:40

（受付）菊文館
■認知症介護家族
のつどい
13:30 ～15:30
菊老福

27
●おはなしの部屋
11:00 ～泗　図
■男女共同参画専
門委員相談
13:30 ～16:30

（要予約）菊池市役所
◆菊池市文化祭合
同開会式・前夜祭
18:30 ～泗　ホ

28
◆第52回菊池まち
づくり道場
19:00 ～　松倉邸

◆新米ママの子育
ておしゃべり講座
14:00 ～16:00
西部セ

29
◆きくちフットパ
ス体験会
9:30 ～（要予約）
七城温泉ドーム集
合

30
●七城おはなし会
11:00 ～七　図

31 11/1
■弁護士相談
9:00 ～12:00

（要予約）泗支所
■行政無料相談
10:00 ～12:00
泗支所
■窓口延長

（各種証明書の発行）
～20:00市民課

11/2 11/3 文化の日
◆泗水秋まつり
9:00 ～孔子公園
◆第32回しすいコ
スモスマラソン大会
泗水孔子公園
9:40スタート
◆きくち親子能楽
教室発表会
菊池松囃子能場
13:00 ～

11/4
◆菊人形・菊まつり
～11/19まで
9:00 ～17:00
菊池市民広場
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情報と元気を発信するマガジン

広報きくち
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まちの未来のために
菊池市の公共施設マネジメントvol.3

健康だより
高血圧に気をつけよう！

菊池人
竹部伸亮さん

地域に開かれた「学び・交流・連携」の拠点
生涯学習センターオープン

きくち秋まつり
全国のきくちさんいらっしゃい！

菊池の米を世界へ！
第５回「菊池米」食味コンクール

特 集 花のまちづくり



Contents ～今月号の掲載項目～Contents ～今月号の掲載項目～

８月末の人の動き
人　口 前月比

総人口：49,433 人 － 21
　 菊池：24,703 人 12
　 七城： 5,299 人 － 10
　 旭志： 4,643 人 － 6
　 泗水：14,788 人 － 17
男　性：23,726 人 － 25
女　性：25,707 人 4
世　帯： 18,932 世帯 13

年齢別人口 
0 ～
14 歳 6,487 人 13%

15 ～
64 歳 27,380 人 55%

65 歳
以上 15,566 人 32%

今月の表紙
８月 14 日、孔子公園でし
すい孔子公園夏まつりが開
催されました。大玉の花火
が人気で、毎年大勢の来場
者でにぎわいます。表紙は
祭りの最後を締めくくった
花火大会。クライマックス
には昨年に引き続き 1.5 尺
玉の大花火（写真→）が打
ち上げられ、菊池の夜空に
大輪の花を咲かせました。

Contents ～今月号の掲載項目～Contents ～今月号の掲載項目～
3 菊池人　竹部伸亮さん

4 特集　花咲くまちに 笑顔咲く
10 きくち秋まつり
12 生涯学習センターオープン
14 菊池市の公共施設マネジメント Vol ３

16
17

シリーズ日本遺産
第５回「菊池米」食味コンクール

18
19

プラチナ未来人財育成塾参加報告
社会を明るくする運動作文

20
健康だより
高血圧に気をつけよう！
あなたのドナー登録で救える命があります／献血にご協力ください
／歯ッピーキッズ

22
23

文芸きくち
図書だより

24
25

文教の偉人／人権・同和教育シリーズ
菊池夢美術館情報／わいふ一番館だより
ふるさと緑の便り 菊池グリーンツーリズム
はい！こちら消費生活センターです！

26

～

35

情報つう
▼お知らせ
インフルエンザ予防接種／菊池市地域経済活力創出事業／建物を
新築・増築・取り壊した人は届け出が必要です／新しい民生委員・
児童委員を紹介します／ヘルプカードを配布します／ 10 月１日～
31 日は「都市緑化月間」です／ 10 月の「税」の納期限 10 月 31
日㈫／地域支え合いセンター開設／大事なペットを迷子にさせない
ために／介護サービス利用料の免除期間は終了しました／介護予防
ミニ講座

▼募集
日本農業経営大学校オープンキャンパス／仕事と子育て両立応援セ
ミナー参加者募集／菊池養生園保健組合職員募集／熊本県立高等
技術専門校平成 30 年度４月入校生募集／菊池市景観計画（案）パ
ブリックコメント／職業訓練コース／「血糖下げようセミナー」　参
加者募集／いきいきトレ活セミナーからだバー体操参加者募集／地
域で取り組む介護予防

▼相談・講演講習
男女共同参画専門委員相談／法律無料相談会／行政書士制度広
報月間／行政相談週間／認知症介護家族のつどい／もの忘れ相談
会／納税相談夜間窓口を開設します／経営相談室（生衛業）／県下
一斉司法書士・土地家屋調査士無料法律相談／震災＆身近な法律
問題無料相談会／消費者トラブル無料相談会／労使紛争の解決に

「あっせん」をご利用ください／認知症サポーター養成講座／第２
回山鹿市民医療センター「市民公開講座」／相続・成年後見セミナー
／菊池市家庭教育・青少年健全育成講演会

▼イベント
人権コンサート／未就学児のためのすくすく講座／新米ママの子育
ておしゃべり講座／宗次郎オカリナコンサート／移住者交流座談会
２０１７／おやこ de 農業体験２稲刈り＆秋の味覚／きくちフットパ
ス体験会七城コース／古代への旅スタンプラリー２０１７／古墳館に
行かナイト／菊池地域の直売所でスタンプラリー／くまもと障がい
者芸術展／第 52 回菊池まちづくり道場／菊芋・ヤーコン収穫体験
ツアー／泗水秋まつり／第 13 回菊池市文化祭／菊人形・菊まつり

市民の広場

36
37

地域おこし協力隊通信／シリーズ菊池の企業
きくちっ子だより

38 TOPICS ～まちの話題～
42
43

市長からのメッセージ／休日在宅当番医
ハッピーバースデー

　法改正により農業委員の選出方法が公職選挙法に
基づくものから、推薦・応募で市長が議会の同意を
得て、任命する方法に変わりました。併せて、農地
利用最適化推進委員を新設し、農業委員会が委嘱す
ることになりました。これに伴い、農業委員と農地
利用最適化推進委員を募集します。
◆推薦・募集期間　10 月２日㈪～ 25 日㈬ 
◆募集区分・人数　
❶農業委員　19 人
❷農地利用最適化推進委員　30 人
◆任　期　平成 30 年３月 22 日～平成 33 年３月
21 日（３年間）
◆職務内容　農地の権利移動および農地転用に係る許
認可業務（❶）、農地などの利用の最適化推進、各種
研修会などへの参加や現地調査などの諸活動（❶❷）
◆推薦・応募方法　
　申込書を郵送または直接提出してください。申込書
は農業委員会事務局、各支所産業振興課に用意してい
ます。ホームページからもダウンロードできます。
◆その他　推薦・応募資格など詳しくはお問い合わ
せください。
◆応募・問い合わせ先
　農業委員会事務局　　☎ 0968(25)7235
　七城支所産業振興課　☎ 0968(25)1080
　旭志支所産業振興課　☎ 0968(25)3334
　泗水支所産業振興課　☎ 0968(25)2155

Hot 
in

fo
rm

ation

農業委員と農地利用最適化推進委員を
募集します

「菊池人」
希望者を募集します
　 新 し い こ と に 挑戦 し て い る
人、伝統を受け継いでいる人など、
菊池で頑張っている人を募集し
ます。本市在住であれば自薦・他
薦は問いません。詳しくは市長
公室まで問い合わせてください。

問い合わせ先
　市長公室広報交流係
　☎ 0968（25）7252

木札職人

竹部伸亮さん

1_ 真剣な眼差しで漆を塗る。木材は神社で祈祷したもの。「アクセサリーではなく、
お守りとして持ってもらえたら」 2_ 格闘家時代の活躍を伝える当時の雑誌 3_ 江戸文
字を使った伝統技術は外国人にも人気。子どもの文字を木札にする新たな取り組みも

２１ ３

　太くたくましい腕から生み出され
る、繊細な職人技。漆を塗り重ねた
木札や表札は、依頼者への思いを込
め全身全霊を捧げて作っている。１
度塗ると、乾くまで数日。それを５
～６回繰り返すので、１つ作るのに
１～２カ月かかるという。「書体や
木の温かさが魅力。長い年月を生き
てきた木に、もう一度命を吹き込む
んです」
　高校、大学とレスリングで日本一
に。オリンピック候補として期待を
集めたが、ケガを機に引退。東京で
会社員生活を送っていた。ある日総
合格闘技の試合を見学したところ、
「自分のほうが強いのでは」と感じ
て闘争本能が再燃。試しに出場した
アマチュアの大会で優勝すると、プ
ロ契約の話が舞い込んだ。「今しか
できないこと。人生を後悔したくな
くて」と安定した仕事を投げ捨てて
格闘家の道へ。「やればやるほど強
くなる。はっきり勝ち負けがつく潔
さが魅力」とどっぷり浸かり、総合
格闘技団体パンクラスの世界ランク
５位にまで登り詰めた。
　東日本大震災をきっかけに、東京
から親類がいた荒尾に移住。都内在
住時に職人から教わった木札制作を
仕事にし、新生活を始めた。２年半前、
豊かな自然や温泉に魅せられ菊池に
転居。間もなく熊本地震で自宅兼工
房が半壊し、妻が営む飲食店も休業
に追い込まれた。続く苦労にも「い
ろんな人が助けてくれた。恩を返し
ていきたい」と前を向く。感謝の気
持ちを伝えるべく、これからも魂を
込めた作品を作り続ける。

何
事
に
も
全
力
で

気
持
ち
を
込
め
て

Profile　たけべ・しんすけ
昭和54年10月28日生。玉名市岱明町出
身。レスリングや総合格闘技で活躍し、東
日本大震災を機に熊本へ。木札・表札は都
内在住時から制作しており、人にプレゼン
トしていた。趣味は家族でのキャンプ、お祭
り。家族は妻、１男２女。藤田区在住。37歳

52

3 22017 October広報きくち2017 October広報きくち



　
「
花
の
ま
ち
づ
く
り
ガ
ー
デ
ニ
ン

グ
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
１
７
」の
結
果

が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
初
め
て
開
催

し
た
昨
年
度
は
地
震
の
影
響
で
応

募
が
少
な
か
っ
た
も
の
の
、本
年
度

は
31
点
が
集
ま
る
盛
況
と
な
り
ま

し
た
。
イ
ベ
ン
ト
を
担
当
す
る
都
市

整
備
課
は「
コ
ン
テ
ス
ト
を
通
し
て

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
を
始
め
る
人
が
増

え
て
ほ
し
い
。
継
続
的
に
開
催
す
る

こ
と
で
、花
で
い
っ
ぱ
い
の
ま
ち
に

な
れ
ば
」と
狙
い
を
説
明
し
ま
す
。

　

作
品
は
４
月
か
ら
６
月
に
か
け

て
募
集
。
市
役
所
本
庁
舎
に
写
真
を

展
示
し
、市
民
に
よ
る
投
票
で
受
賞

者
を
決
定
し
ま
し
た
。
９
月
８
日
に

は
受
賞
者
４
人
と
３
団
体
の
計
７

作
品
を
表
彰
。
江え

頭が
し
ら

実み
の
る

市
長
は「
ど

れ
も
素
晴
ら
し
い
作
品
ば
か
り
。
花

と
地
域
へ
の
深
い
愛
情
を
感
じ
ま

す
。
花
の
ま
ち
づ
く
り
が
進
め
ば
癒

や
し
の
空
間
が
広
が
り
、さ
ら
に
人

が
集
ま
る
地
域
と
な
る
で
し
ょ
う
。

こ
の
取
り
組
み
が
広
が
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
」と
話
し
ま
し
た
。

　
コ
ン
テ
ス
ト
は
来
年
も
開
催
予
定
。

同
課
は「
応
募
作
品
は
ど
の
季
節
で

も
大
丈
夫
で
す
。
来
年
の
コ
ン
テ
ス

ト
の
た
め
に
、花
が
咲
い
た
タ
イ
ミ

ン
グ
で
写
真
を
撮
っ
て
お
い
て
も
ら

え
た
ら
」と
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

花
や
緑
に
あ
ふ
れ
た
癒
や
し
の
景
観
づ
く
り
を
進
め
る
菊
池
市
。

花
や
緑
が
ま
ち
に
ど
ん
な
効
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

花
に
関
わ
る
人
た
ち
の
声
を
聞
き
ま
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
都
市
整
備
課
都
市
整
備
係  

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
４
２

個人部門

個人部門

企業部門

企業部門

グループ部門

グループ部門 特別賞

金賞

銀賞

金賞

銀賞

金賞

銀賞 市長特別賞

武
たけ

生
お

美
み

穂
ほ

（下赤星）

受賞作品
（敬称略）

田
た

中
なか

康
やす

男
お

（出分）

舞美容室（栄町）

有限会社クドウ工業（亘）

深川フラワーズ（深川）

菊池美容組合（菊池公園） 髙
たか

森
もり

美
み

鈴
すず

（打越）

2017

Gardening contest 
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「
お
客
さ
ん
の
喜
ぶ
顔
が
う
れ

し
く
て
」。
姉
が
経
営
す
る
美
容

室
を
手
伝
い
始
め
た
約
10
年
前
か

ら
、店
舗
の
前
で
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

を
開
始
。「
花
を
世
話
し
て
い
る

と
、通
行
人
か
ら
話
し
か
け
ら
れ

る
ん
で
す
。
い
ろ
ん
な
人
が
見
て

く
れ
る
か
ら
、ま
す
ま
す
ヤ
ル
気

も
出
ち
ゃ
い
ま
す
」と
ほ
ほ
笑
み

ま
す
。

　
後
方
の
バ
ラ
は
ハ
ー
ト
の
形
に

配
置
。
バ
ラ
は
病
気
に
な
り
や
す

い
た
め
、虫
の
対
策
や
消
毒
な
ど

毎
日
怠
ら
ず
、手
塩
に
か
け
て
育

て
上
げ
ま
し
た
。
前
面
の
鉢
植
え

　
深
川
地
区
で
花
壇
の
世
話
や
美

化
活
動
を
続
け
て
19
年
。
も
と
も

と
は
熊
本
国
体
を
見
据
え
、平
成

10
年
に
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

当
時
の
自
治
会
長
だ
っ
た

つ
の

田だ

孝こ
う

信し
ん

さ
ん（
深
川
）は「
ま
ち
が
少
し

で
も
き
れ
い
に
な
れ
ば
と
思
っ
て

呼
び
か
け
た
」と
振
り
返
り
ま
す
。

　
深
川
の
バ
ス
停
前
に
あ
る
花
壇

で
は
、季
節
ご
と
に
さ
ま
ざ
ま
な

花
を
育
成
。
菊
之
池
小
学
校
の
手

伝
い
や
、他
地
区
へ
の
ア
ド
バ
イ

ス
な
ど
、活
動
は
多
岐
に
わ
た
り

ま
す
。

　
メ
ン
バ
ー
は
63
歳
か
ら
85
歳
の

　
東
京
で
働
い
て
い
た
夫
の
孝こ

う

一い
ち

さ
ん
が
７
年
前
に
退
職
。
32
年
ぶ

り
に
菊
池
へ
戻
っ
た
美
穂
さ
ん

は「
都
会
の
庭
は
猫
の
額
ほ
ど
の

狭
さ
。
菊
池
に
来
て
、長
年
の
夢

だ
っ
た
庭
造
り
を
よ
う
や
く
始
め

ら
れ
た
ん
で
す
」と
話
し
ま
す
。

　
７
年
か
け
て
夫
婦
で
地
道
に
作

り
上
げ
た
自
慢
の
庭
。
美み

穂ほ

さ
ん

は
花
や
木
を
選
び
、庭
全
体
の
デ

ザ
イ
ン
を
計
画
。
日
曜
大
工
が
得

意
な
孝
一
さ
ん
は
、木
製
テ
ー
ブ

ル
の
工
作
や
力
仕
事
を
担
当
し
ま

し
た
。

　

二
人
の
こ
だ
わ
り
は
、焦
ら
ず

は
季
節
ご
と
に
交
換
し
、色
が
偏

ら
な
い
よ
う
工
夫
。「
お
花
屋
さ

ん
で
、い
ろ
ん
な
花
を
選
ぶ
時
間

は
と
て
も
幸
せ
な
気
分
に
な
り
ま

す
」と
話
し
ま
す
。

　
「
花
の
世
話
は
、時
間
を
忘
れ

る
ぐ
ら
い
楽
し
い
で
す
。
自
宅
の

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
も
頑
張
り
た
い
で

す
ね
」

17
人
。
活
動
を
何
よ
り
の
楽
し
み

に
し
て
い
る
会
員
も
多
い
そ
う
。

「
土
を
い
じ
っ
て
い
る
と
、心
が
和

む
ん
だ
よ
ね
。
定
期
的
に
集
ま
る

こ
と
で
交
流
も
増
え
る
し
、み
ん

な
の
気
持
ち
も
元
気
に
な
る
」と

会
長
の
原は

ら

田だ

秋あ
き

彦ひ
こ

さ
ん
。
地
域
住

民
の
生
き
が
い
と
し
て
、こ
れ
か

ら
も
地
道
に
活
動
を
続
け
ま
す
。

手
作
り
で
楽
し
む
こ
と
。「
植
物

は
生
き
物
。成
長
し
た
姿
を
考
え
、

植
え
過
ぎ
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け

ま
し
た
」と
美
穂
さ
ん
。「
ガ
ー
デ

ニ
ン
グ
仲
間
が
増
え
て
楽
し
い
で

す
。
庭
造
り
を
す
る
人
が
各
地
に

増
え
、菊
池
が
花
で
い
っ
ぱ
い
に

な
る
と
う
れ
し
い
で
す
ね
」と
喜

び
ま
し
た
。

【
個
人
部
門
】 金
賞

【
グ
ル
ー
プ
部
門
】 金
賞

深
川
フ
ラ
ワ
ー
ズ

有限会社クドウ工業

菊池美容組合

【企業部門】 銀賞【個人部門】 銀賞

【個人部門】 銀賞【個人部門】 銀賞

【
企
業
部
門
】 金
賞

舞
美
容
室

深川フラワーズ代表
原
はら

田
だ

秋
あき

彦
ひこ

さん
（深川）

舞美容室
井

い

野
の

加
か

代
よ

子
こ

さん
（大琳寺）

武
たけ

生
お

美
み

穂
ほ

さん
（下赤星）

１_美容室の周囲は鉢植えで賑やかに彩られて
いる 2_花に優しく語りかけながら水やり 3_店
先を飾る季節の花

１_気心知れた仲間との活動は元気の源 2_パ
ンジーの苗植えをみんなで用意 3_一つ一つの
ポットの土を丁寧にならす

１_花に感謝しながら、丁寧に世話をする 2_テー
ブルは孝一さんの手作り。庭で趣味のギターを
演奏することも 3_愛犬のあなんちゃんと

取締役
土
つち

本
もと

美
み

代
よ

子
こ

さん
（亘）

田
た

中
なか

康
やす

男
お

さん
（出分）

髙
たか

森
もり

美
み

鈴
すず

さん
（打越）

支部長
緒

お

方
がた

和
かず

代
よ

さん
（栄町）

　８年前から、夫婦で協力して育
てています。約200種類の植物は
配置図を描き記録。お金をかけず、
身近な花で素敵な空間をつくるよ
うにしています。花を育てると、自
分たちの心も癒やされるんです。

　組合員と地域住民が協力しなが
ら、菊池公園で花の世話をしてい
ます。遠方から来る人も多い場所
なので、きれいな花を見て菊池を
楽しんでくれれば。みんなが喜ぶ
姿を見ると、やりがいを感じます。

　従業員８人で協力し、花や木の世
話をしています。小さい苗が大きく
育ち、きれいな花を咲かせる姿を見
ると幸せな気分になりますね。通り
すがりに声をかけてくれる人も多い
ので、これからも可愛がって育てます。

　退職後にガーデニングを始めま
した。楽しむコツは、負担を感じず
に取り組むこと。時間の合間に世
話をし、暑いときは無理せず休憩し
ます。自分の庭にチョウが舞う光景
を見ると、とてもうれしいですね。

市長特別賞【グループ部門】 銀賞

ガーデニングにかける思いは、人それぞれ。
受賞者の喜びの声を聞きました。

11

1

22

3

33

2

　表彰式で顔を合わせた受賞者たち。ガーデニングの
質問や各自のこだわりを話すなど、共通の趣味を持っ
た者同士で話に花を咲かせました。受賞作品の写真は
10月６日㈮～20日㈮まで、御所通りで展示します。
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市
街
地
に
癒
や
し
の
空
間
を
つ
く

る「
森
の
中
の
ま
ち
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
進
め
る
本
市
。
景
観
づ
く
り
を
進

め
る
御
所
通
り
で
は
、２
年
前
に
東

京
大
学
ア
ジ
ア
生
物
資
源
環
境
研

究
セ
ン
タ
ー
の
堀ほ

り

繁し
げ
る

教
授
を
呼
び
、

勉
強
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
都
市
景

観
の
専
門
家
で
あ
る
堀
教
授
は
、店

先
に
花
の
寄
せ
植
え
を
置
き
、ベ
ン

チ
の
設
置
や
の
れ
ん
を
掲
げ
る
な
ど
、

人
を
迎
え
入
れ
る
ま
ち
づ
く
り
の

演
出
を
助
言
。
各
店
舗
が
趣
向
を
凝

ら
し
た
店
先
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、地
域
お
こ
し
協
力
隊「
癒

し
の
里
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」と
し

て
活
動
す
る
一い

ち

ノの

瀬せ

萌も
え

子こ

さ
ん
は
、

個
人
単
位
で
緑
や
花
を
増
や
し
て
も

ら
お
う
と
市
民
を
対
象
に
寄
せ
植
え

講
習
会
を
企
画
。「
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

や
鉢
植
え
に
興
味
が
あ
っ
て
も
、始

め
る
き
っ
か
け
が
な
い
人
も
多
か
っ

た
。
講
習
会
を
機
に
、緑
を
庭
先
に

飾
る
人
が
増
え
て
く
れ
た
ら
」と
思

い
を
語
り
ま
す
。

　

き
も
の
屋
い
ば
ら
き
を
経
営
す

る
茨い

ば
ら

木き

國く
に

廣ひ
ろ

さ
ん（
上
町
）も
講
習

会
に
参
加
。「
花
の
見
せ
方
や
土
の

作
り
方
な
ど
、と
て
も
参
考
に
な
り

ま
し
た
。
複
数
の
店
舗
が
取
り
組
む

こ
と
で
、ま
ち
も
人
も
一
体
感
が
出

る
」
と
効
果
を
実
感
。「
店
舗
前
に

飾
っ
て
ほ
し
い
と
、お
客
さ
ん
が
花

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
く
れ
る
こ
と
も
。

花
を
き
っ
か
け
に
交
流
も
増
え
ま

し
た
」と
、髪
ｋ
ａ
ｌ
ｏ
ｎ
の
原は

ら

本も
と

安や
す

代よ

さ
ん（
上
町
）も
う
れ
し
そ
う

に
語
り
ま
す
。

一
いち

ノ
の

瀬
せ

萌
もえ

子
こ

さん

地域おこし協力隊
癒しの里コーディネーター

　

寄
せ
植
え
講
座
で
講
師
を
務
め

る
宮
村
明
花
園
の
檜ひ

枝え
だ

未み

歩ほ

さ
ん

（
片
角
）は「
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
は
手
や

頭
を
使
い
、花
の
匂
い
で
嗅
覚
も
楽

し
め
ま
す
。
五
感
を
使
う
趣
味
な
の

で
、健
康
に
も
良
い
ん
で
す
よ
」と

利
点
を
説
明
し
ま
す
。

　

日
ご
ろ
宮
村
明
花
園
を
利
用
す

る
三み

木き

信の
ぶ

子こ

さ
ん（
袈
裟
尾
）は
87

歳
。
元
気
な
花
を
育
て
た
い
一
心

で
、自
分
で
４
種
の
材
料
を
使
い
、

半
年
か
け
て
土
を
配
合
す
る
ほ
ど

熱
中
し
て
い
ま
す
。「
子
ど
も
の
頃

か
ら
花
が
大
好
き
。
戦
時
中
は
花
が

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、普
通

に
育
て
ら
れ
る
こ
と
に
感
謝
し
て
い

ま
す
。一
生
懸
命
お
世
話
を
し
て
も
、

う
ま
く
咲
か
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

で
も
、頬
ず
り
し
た
い
ぐ
ら
い
花
が

好
き
だ
か
ら
続
け
ら
れ
ま
す
。
大
切

な
生
き
が
い
で
す
」

　

檜
枝
さ
ん
は「
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
は

高
齢
に
な
っ
て
も
楽
し
め
ま
す
。
退

職
を
き
っ
か
け
に
始
め
る
人
も
多
い

で
す
。
花
を
き
っ
か
け
に
健
康
的
な

人
生
を
送
っ
て
も
ら
え
た
ら
う
れ
し

い
で
す
ね
」と
目
を
細
め
ま
し
た
。

花
や
緑
で
に
ぎ
わ
う
街
並
み
。

花
を
生
き
が
い
に
し
て
い
る
人
。

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
は
、ま
ち
や
人
を

豊
か
に
し
て
い
ま
す
。

１_ 講師にアドバイスを
受けながら寄せ植えを
体験 2_ 彩り豊 かな 寄
せ植えの鉢 3_ベンチや
緑で癒やしの空間を実
現した御所通りの店舗

参加者募集 !

　好きな花を選び、自分の手で寄せ植えを
してみませんか。「お花を育てたい」「ガー
デニングをしてみたいけど何から始めて
いいか分からない」など、ガーデニングに
興味がある人大歓迎です。専門の講師か
ら基礎的な内容を学べます。
　自分で植えた花は、いっそう愛らしく感
じられます。持って帰って、みんなが見え
るところに飾りましょう。

中級者向けの講習は来年２月に菊
池地域と泗水地域で開催予定です。

※�

菊
人
形
・
菊
ま
つ
り
の
詳
細
は
34
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

菊
ま
つ
り
推
進
委
員
会
で
は
会
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】 商
工
観
光
課
観
光
振
興
係

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
２
３

市内に在住か勤務している人

檜
ひ

枝
えだ

未
み

歩
ほ

さん
（宮村明花園 グリーンアドバイザー）

先着15人
2,000円（材料代）

電話かメールで申し込んでくだ
さい。

都市整備課都市整備係
☎ 0968（25）7242
　 toshiseibi@city.kikuchi.lg.jp 

と　き

と　き

ところ

ところ

11月9日㈭ 午後7時～

11月16日㈭ 午後7時～

旭志公民館

七城公民館

旭志地域

七城地域

対　象

講　師

定　員
参加費

申込方法

申し込み・問い合わせ先

1

3

2

　
市
の
花
で
あ
る
菊
を
使
っ
た
祭

典「
菊
人
形
・
菊
ま
つ
り
」は
、30

年
以
上
続
く
秋
の
風
物
詩
で
す
。

　
菊
ま
つ
り
推
進
委
員
会
の
橋は

し

本も
と

勉つ
と
む

会
長
は「
菊
の
栽
培
は
一
年
を

通
し
て
大
変
。
非
常
に
手
が
か
か

る
け
ど
、伝
統
を
守
る
使
命
感
を

持
ち
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
パ
ッ

と
花
が
開
い
た
時
の
喜
び
は
言
い

表
せ
な
い
よ
」と
頬
を
緩
め
ま
す
。

「
菊
池
の
祭
典
を
支
え
て
い
る
役

割
に
、や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。

菊
を
人
に
見
て
も
ら
う
の
が
う
れ

し
い
」と
話
す
の
は
緒お

方が
た

正ま
さ

俊と
し

副

会
長
。
会
員
の
中な

か

村む
ら

祐す
け

幸ゆ
き

さ
ん
は

「
79
歳
か
ら
始
め
て
７
年
目
。
大

変
だ
け
ど
、生
き
が
い
で
す
」と

続
け
ま
す
。

　

橋
本
会
長
は「
愛
情
を
注
い
だ

菊
の
花
を
、菊
池
の
人
に
見
て
も

ら
い
た
い
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ

い
」と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

1.2_手塩にかけて
菊を育てる 3._こ
れまでの菊人形・
菊まつりの作品

12

3

菊人形・菊まつりでお待ちしています！

橋
はし

本
もと

　勉
つとむ

会長
（上西寺）

緒
お

方
がた

正
まさ

俊
とし

副会長
（山崎）

中
なか

村
むら

祐
すけ

幸
ゆき

さん
（前川）

菊まつり推進委員会
秋
の
菊
池
を
花
で
彩
る
人
た

ち
。
伝
統
文
化
を
守
り
続
け

る
思
い
を
聞
い
て
み
ま
し
た
。

9 82017 October広報きくち2017 October広報きくち



と　

き

と
こ
ろ

菊
池
市
民
広
場
、
菊
池
松
囃
子
能
場
、

隈
府
商
店
街
一
帯
、
菊
池
市
文
化
会
館

【主
催
】

菊
池
市
祭
実
行
委
員
会

【問
い
合
わ
せ
先
】

商
工
観
光
課

☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
２
３

菊
池
観
光
協
会

☎
０
９
６
８
（
25
）
０
５
１
３

御松囃子御能

きくちどんぐりマルシェ

菊池一族ウオークラリー

能場コンサート

南北朝時代から伝わる、国
の重要無形民俗文化財「菊
池の松囃子」。征西将軍懐

かね

良
なが

親王に見立てられた将
軍木の前にある菊池松囃
子能場にて奉納されます。

九州各地から約70店舗が出店するほか、人形劇団
のステージも予定。大人も子どもも一緒に楽しめ
ます。

菊池の街なかに遺された菊池一族ゆ
かりの地を歩きます。楽しく学んで
すてきな景品をゲット！

菊池松囃子能場を舞台
に、幻想的な雰囲気の中
で開催されるコンサート
です。静寂の中で生まれ
る音楽に包まれながら、
いにしえの菊池一族に思
いをはせてみませんか。

　

今
年
も
全
国
の
菊
池（
地
）姓
の

皆
さ
ん
、菊
池
一
族
に
ゆ
か
り
や

関
心
の
あ
る
皆
さ
ん
を
お
招
き
し

て
開
催
し
ま
す
。

　

菊
池
神
社
の
例
大
祭
に
合
わ
せ

た
通
し
物（
市
内
パ
レ
ー
ド
）、菊
池

一
族
ゆ
か
り
の
地
を
巡
る
ウ
オ
ー

ク
ラ
リ
ー
、き
く
ち
ど
ん
ぐ
り
マ
ル

シ
ェ
、能
場
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
、昨

年
に
引
き
続
き
心
を
込
め
た「
お
も

て
な
し
」で
お
迎
え
し
ま
す
。

　

爽
や
か
な
秋
空
の
下
、菊
池
一

族
の
武
者
行
列
が
勇
壮
に
練
り
歩

く
姿
を
目
で
楽
し
む
も
良
し
。
能

場
に
響
く
美
し
い
音
色
に
耳
を
傾

け
る
も
良
し
。
ゆ
か
り
の
地
を
巡

り
な
が
ら
思
い
を
は
せ
る
も
良
し
。

目
で
、耳
で
、足
で
、菊
池
の
秋
を

楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

午後１時～

午前９時～午後３時

午前１０時～

午後６時～

１５日は下図のとおり
交通規制があります。

午前１１時～午後３時３０分 車両通行止め

交通 規制

「べんりカー」は３・４便を警察署通りへ迂回します
ので、この間の「菊池中央病院」→「立町」は休止します。
停留所は、「電鉄プラザ」→「市民広場」（以後は通常どお
り）です。ご協力をよろしくお願いします。

菊池松囃子能場

菊池市民広場

市民対抗のど自慢大会
「きくち秋まつり」前夜祭と銘打って、市民グルー
プが自慢の歌声を披露します。アトラクションゲ
ストとして「くまモン」が登場予定。

午後３時～ 菊池市文化会館

菊池夢美術館発着

菊池松囃子能場

御神幸行列・通し物（市内パレード）

菊池神社の御神幸行列に続いて、市内各地区や学
校、保育園などの団体が踊りやみこし担ぎ、武者
行列などさまざまなパフォーマンスで商店街を練
り歩きます。今年も「菊池白龍」の演舞、友好都市
による伝統芸能が披露されるほか、鞠智城のPR
キャラクター「ころう君」も登場します。
［参加団体］ 岩手県遠野市「獅子踊り」、鹿児島県奄
美大島龍郷町「六調」、菊池白龍、菊池消防みこし、
市内各地区団体  ほか

午前１１時～ 隈府商店街一帯

きくち秋まつり特別企画

と　 き

と こ ろ

講 師

演 題

１０月６日（金）　午後７時開演 （午後６時３０分開場）

菊池市文化会館 小ホール

西
にし

住
ずみ

欣
きん

一
いち

郎
ろう

 歴史文化政策監 （前鞠智城温故創生館長）

【問い合わせ先】 菊池市生涯学習課  ☎ ０９６８-２５-７２３２

ハイライトを辿る菊池一族の軌跡 ～文献と考古学で読み解く郷土の英雄たちの物語～

入場料

無 料

ガイドと歩く
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ポイント1 ポイント2 ポイント3

菊池市生涯学習センターKiCROSSは図書館・公民館
が一体となった施設です。地域に開かれた「学び・交
流・連携」の拠点として、市民の皆さまのさまざまな
課題解決や地域づくり、人材育成、文化振興に貢献し
ていきます。今回は施設の機能や特長を紹介します。

複合施設

中央図書館（1階）、中央公民館
（2階）の複合した施設。2つの施
設が融合して「学び・交流・連携」
をサポート。

図書館分館機能の向上
学校図書館との連携

図書のスムーズな検索、配本、貸
出サービス。

目的に沿った
学びの空間の提供

公民館は研修室のほか、調理室
や工作室など数部屋を配置。

1階 中央図書館 2階 中央公民館
【 火 ～ 金 】午前9時～午後7時
【 土・日・祝 】午前9時～午後5時

午前9時～午後10時

各施設の予約は、使用日の前月1日から受け
付けます。
※�センター開館後の11月27日㈪～30日㈭までの予約

は、11月1日㈬から2階事務室で受け付けます。CDやDVDは館内で視聴できます。

開館時間 開館時間

施設利用申込
月曜日、年末年始、特別整理期間
収容能力約15万冊

【開架】約8万5千冊
【閉架】約6万5千冊

年末年始
休 館 日

蔵 書 数

休 館 日

センター長の木村利昭です

少く して学べば、

則ち壮にして為すことあり。

壮にして学べば、

則ち老いて衰えず。

老いて学べば、則ち死して朽ちず。

　11月25日㈯のオープンに向け、職員一同
力を合わせて頑張っています。
　センターでは、木

きの

下
した

韡
い

村
そん

の師、佐
さ

藤
とう

一
いっ

斎
さい

の
「三学戒」の訓

おし
えを大切に、「生涯」にわたっ

ての「学び」を支援していきたいと考えてい
ます。どうぞよろしくお願いします。木

き

村
むら

利
とし

昭
あき

センター長

こんにちは！

佐藤一斎 『言志四録』より

学びと交流の場
これまでの図書館や公民館の枠にとらわれず、誰もが学び、憩うことができ
る、家でも学校でもない第３の場所として、多くの皆さまに活用してほしい
と考えています。
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支
所
庁
舎
施
設
活
用
プ
ラ
ン
の
策
定

　
本
市
で
は
、平
成
17
年
３
月
22
日
の
市
町

村
合
併
時
か
ら
総
合
支
所
方
式
を
採
用
し
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
・
向
上
に
努
め
て
き

ま
し
た
。

　

総
合
支
所
庁
舎
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、

合
併
前
の
合
併
協
議
会
や
合
併
後
の
関
連

計
画
な
ど
に
お
い
て「
新
庁
舎
建
設
後
は
本

庁
方
式
に
移
行
し
総
合
支
所
は
支
所
と
す

る
」と
し
て
お
り
、本
庁
舎
増
築
棟
完
成
後

の
本
年
４
月
に
総
合
支
所
を
支
所
と
あ
ら

た
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、支
所
移
行
に
あ
た
り
、さ
ら
に
効

率
的
な
行
政
運
営
を
進
め
る
た
め
、本
年
３

月
に
菊
池
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

を
策
定
。
同
時
に
支
所
庁
舎
施
設
活
用
プ

ラ
ン
を
定
め
ま
し
た
。

　
現
在
、同
プ
ラ
ン
を
基
に
支
所
へ
移
行
し

た
後
の
施
設
活
用
方
針
を
整
理
し
、行
政
窓

口
の
位
置
や
支
所
庁
舎
に
発
生
す
る
空
き

ス
ペ
ー
ス
の
有
効
活
用
方
法
の
検
討
を
進

め
て
い
ま
す
。

支
所
庁
舎
の
活
用
の
検
討

　

支
所
庁
舎
施
設
活
用
プ
ラ
ン
の
策
定
に

あ
た
っ
て
は
、市
民
の
意
見
を
集
約
す
る
た

め
、市
内
関
係
団
体
の
代
表
者
と
一
般
公
募

の
方
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し

ま
し
た
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、支
所
庁
舎

の「
現
状
を
知
ろ
う
」「
あ
る
べ
き
姿
を
考
え

よ
う
」「
使
い
方
を
考
え
よ
う
」と
い
う
課
題

を
提
起
し
全
３
回
実
施
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は「
ひ
び
割
れ
や
雨
漏
り
な

ど
思
っ
た
よ
り
劣
化
し
て
い
る
」「
住
民
の

交
流
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
や
他
の
公
共
施
設

の
ス
ペ
ー
ス
に
し
て
は
ど
う
か
」「
不
要
な

施
設
は
減
ら
す
べ
き
」な
ど
の
意
見
が
あ
り

ま
し
た
。

　

支
所
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
の
利
活
用
方
法

に
つ
い
て
、市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

し
ま
し
た
。
周
辺
の
公
共
施
設
や
民
間
企

業
な
ど
を
入
れ
、支
所
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
を

有
効
活
用
す
べ
き
と
い
う
意
見
が
約
６
割
、

支
所
を
縮
小
ま
た
は
売
却
す
べ
き
と
い
う

意
見
が
約
３
割
あ
り
ま
し
た
。

も
都
市
機
能
誘
導
区
域
に
指
定
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、現
庁
舎
を
積
極
的
に
活
用
し

て
い
く
こ
と
を
検
討
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、

行
政
窓
口
に
つ
い
て
も
現
庁
舎
に
設
置
し
、

現
状
の
ま
ま
と
し
ま
す
。

　
以
上
の
よ
う
な
方
針
を
基
に
、市
民
の
皆

さ
ま
へ
丁
寧
な
説
明
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】　
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
課

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
０
５

支
所
庁
舎
有
効
活
用
の
方
針

　

関
連
計
画
、
支
所
庁
舎
の
現
状
、
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
な
ど
の
意
向
結
果
を
踏
ま
え
、

行
政
窓
口（
支
所
機
能
）の
位
置
に
つ
い
て

は
、次
の
よ
う
に
方
針
を
定
め
ま
し
た
。

　

支
所
庁
舎
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
に
つ
い
て

は
、民
間
活
力
の
導
入
や
公
共
施
設
お
よ
び

他
の
公
的
機
関
な
ど
の
ス
ペ
ー
ス
と
し
て

の
活
用
方
法
を
検
討
し
ま
す
。

■
七
城
支
所

　
行
政
窓
口
は
、現
庁
舎
内
に
あ
る
必
要
は

な
い
も
の
の
、周
辺
住
民
が
利
用
す
る
施
設

で
あ
る
こ
と
か
ら
利
便
性
を
考
慮
し
、現
庁

舎
に
近
い
位
置
が
望
ま
し
い
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
そ
の
た
め
、隣
接
す
る
七
城
公
民
館

な
ど
へ
移
転
す
る
か
、当
面
の
間
は
現
庁
舎

に
置
く
方
向
で
検
討
を
進
め
ま
す
。

■
旭
志
支
所

　
建
物
が
老
朽
化
し
て
お
り
、熊
本
地
震
で

も
被
害
を
受
け
た
こ
と
か
ら
、周
辺
施
設
へ

の
行
政
窓
口
の
移
転
を
検
討
し
ま
す
。
移

転
場
所
は
、周
辺
住
民
が
利
用
す
る
施
設
で

あ
る
こ
と
か
ら
利
便
性
を
考
慮
し
、現
庁
舎

に
近
い
旭
志
公
民
館
が
望
ま
し
い
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

■
泗
水
支
所

　

泗
水
支
所
周
辺
は
、
熊
本
都
市
圏
に
近

く
、人
口
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
菊
池

市
中
心
部
に
次
ぐ
都
市
機
能
の
集
積
量
が

あ
り
、菊
池
市
立
地
適
正
化
計
画
に
お
い
て

支
所
庁
舎
の
現
状

　

支
所
庁
舎
は
、
七
城
地
区
、
旭
志
地
区
、

泗
水
地
区
に
立
地
し
て
い
ま
す
。
建
設
年

度
は
、築
30
年
以
上
を
経
過
し
た
棟
が
17
棟

の
う
ち
12
棟
と
70
・
６
％
を
占
め
て
お
り
、

老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
施
設
が
多
く
み
ら

れ
ま
す
。

　
ま
た
、築
30
年
以
上
を
経
過
し
た
施
設
の

延
床
面
積
の
合
計
が
７
７
６
２・
１
平
方
㍍

と
全
体
の
94
・７
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

菊
池
市
の
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
vol.3

地　区 施設名
（敷地面積） 棟の名称 構　造 築年度 築年数

（年）
延床面積
（㎡）

七　城 七城支所
（10,015.2㎡）

支所庁舎 鉄骨鉄筋コンクリート造 昭和55 37 2,006.9

機械室 鉄骨鉄筋コンクリート造 昭和55 37 28.8

空調機械室 鉄骨鉄筋コンクリート造 昭和55 37 31.5

北側車庫 鉄骨造 昭和55 37 264.6

渡り廊下 鉄骨造 昭和55 37 30.0

電算棟 鉄骨鉄筋コンクリート造 平成６ 23 216.0

南側車庫 鉄骨造 平成20 9 64.6

旭　志 旭志支所
（10,242.2㎡）

支所庁舎 鉄骨鉄筋コンクリート造 昭和48 44 2,034.9

車庫及び倉庫 鉄骨鉄筋コンクリート造 昭和48 44 105.0

総務課倉庫 鉄骨造 平成10 19 19.5

泗　水 泗水支所
（13,077.0㎡）

支所庁舎 鉄骨鉄筋コンクリート造 昭和55 37 3,006.2

来客用駐輪場 鉄骨造 昭和62 30 10.4

消防積載車車庫 鉄骨造 昭和60 32 27.0

北側公用車車庫 鉄骨造 昭和55 37 191.0

職員用駐輪場 鉄骨造 昭和58 34 25.8

マイクロバス車庫 鉄骨造 平成１ 28 107.0

南側公用車車庫 鉄骨造 平成１ 28 28.0

支所施設一覧

支所の空きスペースの活用方法についてのアンケート結果

ワークショップでは、見た結果、気になる点など、コメントを
添えてみんなで整理

市
で
は「
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画（
施
設
白
書

を
含
む
）」を
策
定
し
ま
し
た
。
今
回
は
支
所
庁
舎

の
有
効
活
用
に
向
け
た
方
針
を
掲
載
し
ま
す
。

その他の公共施設を
移転させるスペース
として活用すべき

無回答
7.4％（86件）

民間の企業や店舗に
貸し出し、家賃収入
を得るべき

支所の機能を周辺の
公共施設 に 移転 し、
土地を売却し収入を
得るべき

維持費もかかるので、
不要なスペースは解
体、縮小すべき

→ 築30年以上の施設

その他
2.3％（27件）

27.7％
(322件)

回 答
1,164件

33.3％
(388件)

10.8％
（126件）

18.5％
（215件）

支所の行政窓口はな
くなるの？

熊本地震では各支所
の建物は大丈夫だっ
たの？

支所の行政窓口はな
くなりませんが、窓
口の位置や施設の機
能については、市民
の皆さんの利便性を
考慮し検討
します。

支所施設の中には、被害が大き
く、壁面にヒビや破損が生じて
いる建物もあります。
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番所の棚田（山鹿市）白石堰（玉名市・和水町）

菊池渓谷（菊池市）

❷

詳
細
ス
ト
ー
リ
ー
②

旧玉名干拓施設（玉名市）

二
千
年
に
わ
た
る
開
墾
の
歴
史

　
　
　
　
　
　

  （
中
世
～
現
代
）

　
中
世
以
降
、
山
間
で
は
、
溜
め
池

造
成
や
水
路
建
設
な
ど
の
農
業
土
木

技
術
の
向
上
に
よ
っ
て
、
菊
池
川
流

域
で
も
井い

手で

（
用
水
路
）が
整
備
さ

れ
、
そ
れ
ま
で
水
が
届
か
な
か
っ
た

高
台
が
水
田
に
変
わ
り
ま
し
た
。
江

戸
時
代
に
な
る
と
測
量
技
術
や
土
木

技
術
が
さ
ら
に
向
上
し
、
各
地
に
長

距
離
の
井
手
が
通
さ
れ
ま
し
た
。
全

長
11
㌔
の「
原は

る

井
手
」（
菊
池
市
）は
、

延
べ
４
５
４
㍍
も
の
マ
ブ
（
水
路
ト

ン
ネ
ル
）を
手
作
業
で
掘
り
進
め
、

水
田
を
作
る
の
が
難
し
か
っ
た
山
地

に
棚
田
を
拓
き
、
米
作
り
を
可
能
に

し
ま
し
た
。「
原
井
手
」は
３
０
０

年
以
上
経
っ
た
今
も
現
役
で
、
地
域

の
棚
田
を
潤
し
て
い
ま
す
。
番
所
地

区
の
棚
田
は
、
急
峻
な
山
の
斜
面
を

切
り
拓
き
石
積
み
を
組
ん
だ
も
の
で

す
が
、
集
落
内
の
住
宅
な
ど
も
石
積

み
の
上
に
築
か
れ
、
漆し

っ

喰く
い

や
泥ど

ろ

壁か
べ

な

ど
の
伝
統
的
な
工
法
で
建
て
ら
れ
て

お
り
、
棚
田
を
は
じ
め
山
里
の
自
然

と
古
い
屋
並
み
が
調
和
し
た
農
村
景

観
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
近
世
以
降
、
海
辺
で
は
、
築ち

く

堤て
い

や

樋ひ

門も
ん

建
設
の
技
術
が
発
達
し
干
拓
事

業
が
続
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
菊
池

川
河
口
に
は
広
大
な
干
潟
が
あ
り
、

堤
防
を
築
い
て
潮
止
め
す
る
こ
と
で

耕
作
地
を
開
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
そ
の
規
模
は
年
を
追
う
ご
と
に

大
き
く
な
り
ま
し
た
。
明
治
時
代
中

頃
に
は
高
さ
３
～
６
㍍
の
石
積
み
が

長
さ
５・
２
㌔
に
も
及
ぶ
、
当
時
国

内
最
大
級
の
「
旧
玉た

ま

名な

干
拓
施
設
」

の
堤
防
が
築
か
れ
、
最
終
的
に
は
面

積
３
千
㌶
の
耕
作
地
が
海
か
ら
誕
生

し
ま
し
た
。「
海
の
万
里
の
長
城
」

と
も
称
さ
れ
る
こ
の
堤
防
は
、
城
の

石
垣
の
よ
う
な
様
相
で
、
近
く
に
佇

む
と
見
る
者
を
圧
倒
し
、
秋
の
収
穫

時
に
は
金
色
の
稲
穂
と
石
積
み
の
堤

防
群
と
が
美
し
い
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を

見
せ
て
く
れ
ま
す
。

　
近
代
に
入
る
と
菊
池
川
沿
い
の
沼

地
で
は
、
菊
池
市
出
身
の
農
業
技
術

者
、
冨と

み

田た

甚じ
ん

平ぺ
い

が
私
財
を
投
げ
う
っ

て
収
穫
期
に
も
水
が
抜
け
な
か
っ
た

湿
田
を
乾
田
に
変
え
る
暗あ

ん

渠き
ょ

排は
い

水す
い

技

術
を
開
発
し
ま
し
た
。
同
時
に
湿
田

か
ら
抜
い
た
水
を
水
田
に
活
用
す
る

技
術
を
開
発
し
て
日
照
り
対
策
も
行

い
、
こ
の
技
術
を
全
国
に
広
め
て
い

き
ま
し
た
。

問い合わせ先
生涯学習課
社会教育係

☎ 0968（25）7232

■募集期間　10月２日㈪～11月６日㈪
　※㈯㈰㈷は除く。
■対象米
　平成 29年菊池市産うるち米　玄米２㌔
　※品種は限定しません。
■�出品数　品種ごとに３検体まで出品可
■�出品料　品種ごとに出品料が必要。
・�１検体の出品料は千円。
・�２～３検体の出品料は一律２千円。
※�出品料には、米食味分析計測器借上料、個別データ
分析結果表、結果表郵送費などの経費が含まれます。

■�参加資格　市内に住所を有し、市内で米を栽培し
ている生産者
・�個人総合部門　コンクール最終審査で、上位に残っ
た場合に 10俵程度販売できる人。
・�環境王国菊池基準登録部門　菊池基準の登録認定
を受けている人。（10月１日現在）
・�集落部門　市内集落に加入し、個人総合部門・環
境王国菊池基準登録部門に出品している人および
九州のお米食味コンクールに出品している人。
※�菊池基準の登録認定を受けている人は、「個人総合
部門」または「環境王国菊池基準登録部門」のい
ずれか一方のみに参加できます。

■�申込方法　農政課ブランド推進室にある参加申込
書（住所、氏名、電話番号、栽培場所、栽培方法）
と玄米２㌔（水分は 13 ～ 16％厳守）と出品料を
合わせて提出してください。玄米は返却しません。

■表　彰
【個人総合部門副賞】
・最優秀賞（１人）２万円相当の本市特産品
・優秀賞（14人）　２千円相当の本市特産品
・特別賞（15人）   ２千円相当の本市特産品
【環境王国菊池基準登録部門副賞】
・最優秀賞（１人）２万円相当の本市特産品
・優秀賞（５人）　 ２千円相当の本市特産品
・特別賞（14人）   ２千円相当の本市特産品
【集落部門副賞】
・最優秀賞（１集落）３万円分菊池市商品券
・優秀賞（３集落）　 ２万円分菊池市商品券
・特別賞（３集落）　 １万円分菊池市商品券
■�個人総合部門の受賞者特典　個人総合部門で 15位
までに入賞した生産者と平成 29年度産菊池米の買
取契約調印式を行います。

【米卸事業者A：最大 110 俵】
・１位…１俵 税込３万２千円（上限 10俵）
・２位…１俵 税込２万７千円（上限 10俵）
・３～５位…１俵 税込２万５千円（上限 10俵）
・６～15位…１俵 税込２万２千円（上限６俵）
【米卸事業者B：最大 100 俵】
・１位…１俵 税込２万７千円（上限 10俵）
・２～15位…１俵 税込２万２千円（上限全体で90俵）
■その他
・�参加者全員に食味分析の結果を送付します。出品
料が未納の場合は結果表は送付しません。

江戸時代から「米どころ」として知られていた菊池市。
日本の消費者へ「売る米」から、世界の消費者に「求めら
れる米」へ。世界のブランド化に向け、生産者のさらな
る意識高揚を促し、米から始まる安全・安心な作物生産
の実現を目指します。

【 問い合わせ先 】農政課ブランド推進室 ☎ 0968（25）7266

「菊池米」食味コンクール
第５回

11月19日㈰ 午前10時30分～
菊池市立七城体育館

と　き
ところ

あなたも菊池米の匠を目指せ！※ 上位入賞の菊池米は、１俵最高３万２千円で買い取ります。
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中学生の部優秀作文

菊池南中学校３年　山下ひびきさん

あいさつで良い環境づくり

社会を明るくする運動

　

私
は
、
毎
日
近
所
の
人
に
あ
い
さ
つ
を

し
て
い
ま
す
。
あ
い
さ
つ
を
す
る
と
、
笑

顔
で
か
え
し
て
く
れ
る
の
で
私
も
う
れ
し

い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
だ
か
ら
、
毎
日

あ
い
さ
つ
を
自
分
か
ら
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
み
ん
な
が
誰
に
で
も
あ
い
さ
つ

を
し
て
い
く
と
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明

る
い
社
会
が
つ
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

犯
罪
や
非
行
は
、
心
が
暗
く
な
っ
て
い

る
時
に
起
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
犯
罪
や
非
行
を
す
る
人
も
あ
い
さ
つ

を
す
れ
ば
、
明
る
い
気
持
ち
が
少
し
ず
つ

出
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
あ
い
さ
つ
を
笑
顔
で
す
る

と
、
相
手
の
人
も
気
持
ち
よ
く
な
り
、
相

手
の
人
も
笑
顔
で
あ
い
さ
つ
を
か
え
し
て

く
れ
ま
す
。
あ
い
さ
つ
を
し
た
方
も
さ
れ

た
方
も
、
お
た
が
い
に
気
持
ち
良
く
な
る

の
で
、
笑
顔
で
の
あ
い
さ
つ
は
、
と
て
も

必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

朝
か
ら
学
校
に
行
く
ま
で
に
も
、
い
ろ

ん
な
人
に
会
い
ま
す
。
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
し

て
い
る
人
や
、
犬
の
散
歩
を
し
て
い
る

人
、
ゴ
ミ
を
拾
っ
て
道
を
き
れ
い
に
し
て

い
る
人
と
か
、
仕
事
に
行
っ
て
い
る
人
、

な
ど
、
と
て
も
た
く
さ
ん
の
人
に
会
い
ま

す
。
私
は
、
会
っ
た
人
全
員
に
あ
い
さ
つ

を
す
る
事
を
こ
こ
ろ
が
け
て
い
ま
す
。
中

に
は
、
ス
マ
ホ
を
見
て
、
イ
ヤ
ホ
ン
を
し

て
い
る
人
な
ど
も
い
ま
す
。
そ
の
人
に
は

あ
い
さ
つ
が
と
て
も
し
づ
ら
い
の
で
、
あ

い
さ
つ
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
時
、私
は
、

い
つ
も
、「
あ
～
あ
。」
と
思
い
ま
す
。
い

つ
で
も
あ
い
さ
つ
が
で
き
る
よ
う
な
社
会

が
で
き
た
ら
い
い
な
、
と
思
い
ま
す
。

　

近
所
の
お
じ
ち
ゃ
ん
や
お
ば
ち
ゃ
ん
な

ど
、
会
っ
た
時
に
あ
い
さ
つ
を
す
る
と
、

「
行
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
。」
と
か
、「
気
を

付
け
て
ね
。」
な
ど
、
温
か
い
言
葉
を
か

け
て
く
れ
る
人
が
た
く
さ
ん
い
て
、
私

は
、
と
て
も
う
れ
し
く
な
り
、
満
面
の
笑

顔
に
な
っ
て
返
事
を
し
ま
す
。

　

私
は
毎
日
あ
い
さ
つ
を
し
て
い
る
人

に
、
熊
本
市
内
で
偶
然
会
い
、
あ
い
さ
つ

を
し
ま
し
た
。
一
緒
に
い
た
母
に
、

「
だ
れ
？
」

と
聞
か
れ
た
の
で
私
は
、

「
い
つ
も
会
う
お
ば
ち
ゃ
ん
だ
よ
。」

と
教
え
て
あ
げ
ま
し
た
。
す
る
と
そ
の
お

ば
ち
ゃ
ん
が
、
母
に
、

「
毎
日
あ
い
さ
つ
を
し
て
く
れ
て
気
持
ち

が
い
い
。」

と
言
っ
て
、
ほ
め
て
く
れ
ま
し
た
。
私
は

そ
の
時
、
と
っ
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　

全
く
知
ら
な
い
人
に
で
も
、
あ
い
さ
つ

を
し
て
い
け
ば
、
知
り
合
い
に
な
れ
る
と

思
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
私
は
、
笑
顔
で
の

あ
い
さ
つ
は
大
事
だ
、
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

話
を
す
る
の
が
苦
手
な
人
で
も
、
あ
い

さ
つ
な
ら
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
あ
い
さ

つ
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
一
つ
だ
と

思
う
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
き
た

い
で
す
。

　

あ
い
さ
つ
で
知
り
合
い
に
な
っ
て
、
犯

罪
や
非
行
が
で
き
な
い
よ
う
な
環
境
を
つ

く
っ
て
い
っ
て
、
み
ん
な
が
安
心
し
て
過

ご
せ
る
明
る
い
社
会
に
な
れ
ば
い
い
な
、

と
思
い
ま
す
。

参加報告

旭志中学校３年　松
ま つ

尾
お

愛
あ い

子
こ

さん

成長できた素敵な五日間

プラチナ未来人財育成塾

　
八
月
三
日
か
ら
七
日
ま
で
の
五
日
間
、
私

は
「
プ
ラ
チ
ナ
未
来
人
財
育
成
塾
」
に
参
加

し
て
き
ま
し
た
。

　

私
が
、
こ
の
活
動
に
参
加
し
た
動
機
は
夢

を
広
げ
た
い
と
考
え
た
か
ら
で
す
。

　

私
は
、
将
来
の
こ
と
や
、
自
分
が
ど
ん
な

人
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
の
か
、
は
っ

き
り
と
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
は
、

考
え
な
く
て
も
い
い
や
と
い
う
気
持
ち
で
は

な
く
、
考
え
方
が
分
か
ら
ず
に
悩
ん
で
い
た

の
で
す
。

　

だ
か
ら
、
講
義
を
聞
い
て
、
た
く
さ
ん
の

人
と
交
流
す
る
こ
と
で
、
少
し
で
も
自
分
に

つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
嬉う

れ

し
い
と
思

い
、
こ
の
活
動
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

五
日
間
の
活
動
は
、
早
速
講
義
を
聞
く
と

こ
ろ
か
ら
始
ま
り
、
昼
食
を
は
さ
み
、
そ
の

後
続
け
て
講
義
を
聞
い
た
後
、
宿
泊
所
に
戻

り
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
、
面
談
と
い
う
日
程
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

講
義
は
ど
れ
も
素
晴
ら
し
い
も
の
ば
か
り

で
し
た
。
難
し
い
内
容
の
も
の
も
あ
っ
た
け

れ
ど
、
現
在
の
日
本
に
つ
い
て
や
、
こ
れ
ま

で
の
人
生
経
験
で
得
た
も
の
、
リ
ー
ダ
ー
に

大
切
な
こ
と
は
ど
ん
な
こ
と
か
…
そ
の
全
て

が
ど
れ
も
大
切
な
お
話
で
、
聞
い
て
い
る
私

は
引
き
込
ま
れ
、
と
て
も
楽
し
い
時
間
が
過

ご
せ
ま
し
た
。

　

そ
の
講
義
の
中
で
、
私
が
印
象
に
残
っ
た

言
葉
を
二
つ
紹
介
し
ま
す
。

　

ま
ず
、印
象
に
残
っ
た
の
は
、『
行
か
な
か
っ

た
道
』
と
い
う
詩
で
す
。『
森
の
中
で
道
が
二

つ
に
分
か
れ
て
い
た
。
そ
し
て
わ
た
し
は
・・・

わ
た
し
は
人
跡
の
な
い
道
を
選
ん
だ
、
そ
れ

が
す
べ
て
を
違
っ
た
も
の
に
し
た
ん
だ
』
と

い
う
詩
で
す
。
皆
さ
ん
だ
っ
た
ら
、
ど
ち
ら

の
道
を
選
ぶ
で
し
ょ
う
か
。
私
は
、人
の
通
っ

た
跡
が
あ
る
、
安
心
で
き
る
道
を
選
ぶ
と
思

い
ま
す
。
け
れ
ど
、
こ
の
詩
の
意
味
を
知
っ

た
と
き
、
そ
の
考
え
も
変
わ
り
ま
し
た
。
こ

の
詩
が
伝
え
て
く
れ
た
の
は
、『
み
ん
な
と
同

じ
な
ら
ば
安
全
か
も
し
れ
な
い
。
発
見
を
し

た
い
の
な
ら
、
た
と
え
危
険
で
も
こ
れ
ま
で

誰
も
行
っ
た
こ
と
の
な
い
道
を
進
む
。
こ
れ

が
成
功
へ
の
近
道
な
の
だ
。』
こ
れ
は
当
た
り

前
の
こ
と
だ
け
れ
ど
、今
ま
で
気
付
け
な
か
っ

た
私
に
と
っ
て
勇
気
を
く
れ
る
言
葉
と
な
り

ま
し
た
。

　

次
に
印
象
に
残
っ
た
の
は
、『
自
分
が
そ
こ

ま
で
だ
と
思
え
ば
そ
こ
ま
で
で
終
わ
り
。
ま

だ
！
と
思
え
ば
可
能
性
は
あ
る
。
楽
し
め
る

か
ど
う
か
は
自
分
次
第
。
明
日
の
朝
ど
う
過

ご
す
か
は
、
毎
朝
決
め
る
こ
と
が
で
き
る
。』

と
い
う
言
葉
で
す
。
可
能
性
は
広
が
っ
て
い

て
、
そ
れ
を
楽
し
む
の
か
ど
う
か
は
自
分
で

決
め
ら
れ
る
。
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
、
夢

は
大
き
く
持
っ
て
い
い
の
だ
と
、
こ
れ
か
ら

の
人
生
を
楽
し
く
さ
せ
て
く
れ
る
素
敵
な
言

葉
で
し
た
。

　

こ
う
い
っ
た
言
葉
を
持
ち
帰
り
、
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
の
時
間
に
、
い
ろ
ん
な
こ
と
を
伝

え
あ
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、「
自
分
は
ど
ん

な
人
に
な
り
た
い
？
」と
い
う
テ
ー
マ
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
自

分
に
つ
い
て
振
り
返
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

話
し
合
い
を
す
る
う
ち
に
、
だ
ん
だ
ん
自

分
の
意
見
を
言
う
こ
と
が
楽
し
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。
も
っ
と
、
み
ん
な
に
伝
え
た
い
と

思
う
け
れ
ど
、
ま
だ
意
見
を
言
う
こ
と
を
怖

が
っ
て
し
ま
う
自
分
が
い
ま
し
た
。そ
う
思
っ

と
き
に
、
怖
が
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に

は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
だ
ろ
う
と
思
い
、
グ

ル
ー
プ
の
人
や
担
当
の
方
に
話
を
し
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
私
は
「
堂
々
と
し
た
人
」
に
な

り
た
い
ん
だ
。
と
い
う
こ
と
に
気
が
付
き
ま

し
た
。
で
は
、
堂
々
と
し
た
人
に
な
る
た
め

に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
な
ど
と
深
く
考

え
て
い
く
う
ち
に
自
分
は
こ
う
い
う
人
に
な

り
た
い
ん
だ
と
い
う
姿
を
見
つ
け
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
が
本
当
に
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。
素
敵
な
人
た
ち
と
出
会
っ
て
、

活
動
を
共
に
し
て
、
お
互
い
を
深
く
知
る
。

こ
ん
な
に
素
敵
で
最
高
の
時
間
を
過
ご
せ
た

の
は
、
私
に
と
っ
て
一
生
の
宝
物
に
な
っ
た

と
思
っ
て
い
ま
す
。
五
日
間
で
は
足
り
な
い

く
ら
い
の
素
敵
な
思
い
出
と
経
験
を
す
る
こ

と
が
で
き
た
の
も
、
こ
の
活
動
に
参
加
で
き

た
か
ら
で
す
。
私
は
こ
れ
か
ら
の
日
々
を
た

く
さ
ん
の
思
い
出
と
経
験
を
持
っ
て
、
進
ん

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
大
き
く
成
長

で
き
た
、
素
敵
な
五
日
間
で
し
た
。
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自
分
の
血
圧
、
ご
存
知
で
す
か

　

血
圧
は
ス
ト
レ
ス
や
睡
眠
不
足
、

塩
分
の
取
り
過
ぎ
、
過
度
の
飲
酒
、

喫
煙
、
気
温
の
変
化
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
要
因
で
上
下
し
ま
す
。
一
般
的
に

血
圧
は
寒
い
冬
に
上
が
り
、
暑
い
夏

に
は
下
が
り
ま
す
。

　

近
年
の
気
候
を
考
え
る
と
、
秋
は

短
く
急
に
寒
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
昼
と
夜
と
の
気
温
差
が
大
き
く
、

高
血
圧
の
人
は
注
意
が
必
要
で
す
。

秋
が
短
い
と
、
夏
の
間
に
拡
張
し
て

い
た
血
管
が
急
に
収
縮
し
て
、
血
圧

を
上
昇
さ
せ
る
危
険
性
が
高
ま
り
ま

す
。

血
圧
と
は

　

血
液
が
血
管
を
流
れ
る
と
き
に
血

管
壁
に
か
け
る
圧
力
の
こ
と
で
す
。

ポ
ン
プ
の
働
き
を
し
て
い
る
心
臓
の

筋
肉
が
縮
ん
だ
と
き
（
血
液
を
送
り

出
し
て
い
る
と
き
）
の
値
を
「
収
縮

期
血
圧
（
最
大
血
圧
）」、
緩
ん
だ
と

き
（
血
液
を
心
臓
へ
た
め
込
ん
で
い

る
と
き
）の
値
を「
拡
張
期
血
圧（
最

小
血
圧
）」
と
い
い
ま
す
。

　

日
本
高
血
圧
学
会
の
基
準
で
は
、

最
大
血
圧
が
１
４
０
以
上
で
最
小
血

圧
が
90
以
上
の
状
態
を
「
高
血
圧
」

と
い
い
ま
す
。
基
準
値
の
範
囲
で
も
、

あ
と
少
し
で
基
準
値
を
超
え
そ
う
な

場
合
や
年
々
高
く
な
っ
て
い
る
場
合

は
注
意
が
必
要
で
す
。

【 問い合わせ先 】
健康推進課健康推進係 ☎ 0968（25）7219

と　

き　

10
月
６
日
㈮

　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
15
分

　

午
後
０
時
30
分
～
4
時

と
こ
ろ　

本
庁
玄
関
裏

内　

容　

４
０
０
ml
献
血

　

薬
を
飲
ん
で
い
る
人
で
も
献
血
で

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

あ
な
た
の
ド
ナ
ー
登
録
で

救
え
る
命
が
あ
り
ま
す

３
歳
児
健
診
時

「
む
し
歯
な
し
」の
子

８
月
18
日・25
日
の
歯
科
検
診
の
結
果
で
、む
し
歯
が
な
か
っ
た
お
子
さ

ん
を
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

赤あ
か

星ほ
し

心こ

春は
る　

（
○菊  

伊
牟
田
）

今い
ま

村む
ら

優ゆ
う

翔と　
（
○菊  

金
峰
）

松ま
つ

永な
が

京き
ょ
う

祐す
け　

（
○菊  

玉
祥
寺
）

川か
わ

口ぐ
ち

未み

来ら　
（
○菊  

西
正
願
寺
）

髙た
か

田だ

莉り

夢ん　
（
○菊  

玉
祥
寺
）

池い
け

田だ

菜な

月つ
き　

（
○菊  

高
野
瀬
）

森も
り

久ひ
さ

穂ほ
な

美み　
（
○菊  

下
組
）

宮み
や

本も
と

颯そ
う

真ま　
（
○菊  

神
来
）

米よ
ね

原は
ら

大だ
い

樹き　
（
○菊  

大
琳
寺
）

田た

島し
ま

鈴れ

麻お　
（
○菊  

大
琳
寺
）

安た
す

武た
け

史し

織お
り　

（
○菊  

大
琳
寺
）

中な
か

村む
ら

魁か
い

秀し
ゅ
う　

（
○菊  

野
間
口
）

坂さ
か

本も
と

咲さ
く

人と　
（
○菊  

上
西
寺
）

宮み
や

本も
と

咲さ
く

良ら　
（
○菊  

野
間
口
）

ひ
ろ

田た

悠は
る

真ま　
（
○菊  

立
町
）

阪さ
か

本も
と

愛あ

由ゆ

莉り

（
○菊  

北
宮
）

阿あ

南な
ん

空そ
ら

翔と　
（
○菊  

東
原
）

岡お
か

本も
と

優ゆ
う

子こ　
（
○菊  

木
柑
子
）

森も
り

川か
わ

陽は
る

喜き　
（
○菊  

北
宮
）

嶋し
ま

作さ
く

輝ひ
か

琉る　
（
○泗  

朝
日
団
地
）

内う
ち

田だ

愛あ
い

奈な　
（
○泗  

永
）

佐さ

藤と
う

菜な

な々　
（
○泗  

新
明
団
地
）

水み
ず

上か
み

樹き

維い　
（
○旭  

津
留
）

青あ
お

木き

真ま
な

人と　
（
○七  

宮
園
）

川か
わ

上か
み

琶わ

子こ　
（
○七  

流
川
）

❶
む
し
歯
菌
を
減
ら
す
た
め
の
毎
日

の
仕
上
げ
み
が
き　
❷
甘
い
も
の
を

減
ら
し
た
お
や
つ
の
工
夫　
❸
歯
の

質
を
強
く
す
る
た
め
の
定
期
的
な

フ
ッ
化
物
塗
布

　
家
族
ぐ
る
み
で
む
し
歯
予
防
に
取

り
組
み
、健
康
な
歯
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

今
回
む
し
歯
が
あ
っ
た
お
子
さ
ん
は
、

な
る
べ
く
早
く
歯
科
医

院
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

む
し
歯
を
予
防
す
る
た
め
に
は

き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
会
場
で
医
師

が
判
断
し
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

献
血
の
安
全
性
向
上
の
た
め
、
運

転
免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
で
本

人
確
認
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
献

血
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
る
人
は
一
緒

に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
目
的
の
献
血
は

お
断
り
し
て
い
ま
す

　

Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
は
菊
池
保
健
所
（
☎

０
９
６
８（
25
）４
１
３
８
）
で
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
無
料
・
匿
名
で
検
査

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

高
血
圧
の
原
因

　

高
血
圧
に
は
、
原
因
が
は
っ
き
り

と
分
か
っ
て
い
な
い
「
本
態
性
高
血

圧
」
と
、
腎
臓
・
内
分
泌
系
の
異
常

な
ど
が
原
因
と
な
る
「
2
次
性
高
血

圧
」
が
あ
り
ま
す
。
日
本
人
の
場
合
、

高
血
圧
の
90
％
は
本
態
性
高
血
圧
で

す
。

　

本
態
性
高
血
圧
は
遺
伝
的
因
子
と

環
境
的
因
子
が
深
く
関
与
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
遺
伝
に
つ

い
て
は
、
両
親
が
高
血
圧
の
場
合
、

そ
の
子
ど
も
は
約
50
％
の
確
率
で
高

血
圧
に
な
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、
遺

伝
的
因
子
を
除
去
す
る
手
だ
て
は
今

の
と
こ
ろ
あ
り
ま
せ
ん
。

　

環
境
的
因
子
に
つ
い
て
は
、
生
活

習
慣
を
改
善
す
る
こ
と
で
発
病
を
予

防
、
ま
た
は
遅
ら
せ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
す
で
に
治
療
中
で
も
、
病
気

の
進
行
を
遅
ら
せ
た
り
、
薬
を
減
ら

し
た
り
で
き
ま
す
。

高
血
圧
が
続
く
と

　

血
管
に
強
い
負
担
が
か
か
っ
て
血

管
が
傷
つ
き
、
弾
力
性
が
な
く
な
っ

た
り
、
血
管
の
内
壁
が
狭
く
な
っ
た

り
す
る
動
脈
硬
化
が
進
行
し
ま
す
。

動
脈
硬
化
は
、
脳
卒
中
（
脳
出
血
・

脳
梗
塞
）、
虚
血
性
心
疾
患
（
狭
心

症
・
心
筋
梗
塞
）、
腎
硬
化
症
（
腎

不
全
や
尿
毒
症
に
移
行
す
る
病
気
）

な
ど
を
起
こ
す
リ
ス
ク
や
死
亡
リ
ス

ク
が
高
く
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

高
血
圧
が
長
く
続
く
と
、
心
臓
が

だ
ん
だ
ん
と
大
き
く
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
（
心
肥
大
）。
心
肥
大
に
よ

り
全
身
に
血
液
を
送
り
出
す
力
が
弱

く
な
る
と
、
心
不
全
を
引
き
起
こ
し

や
す
く
な

り
ま
す
。

特
定
健
診
な
ど
を
受
診
し
ま
し
ょ
う

　

高
血
圧
は
無
症
状
で
あ
る
こ
と
が

ほ
と
ん
ど
で
す
。
気
付
か
な
い
う
ち

に
動
脈
硬
化
が
進
行
し
て
い
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
8
月
と
9
月
に
健
康
診
断

を
行
い
ま
し
た
が
、
受
診
で
き
な

か
っ
た
人
は
10
月
27
日
㈮
～
29
日
㈰

に
菊
池
養
生
園
で
追
加
健
診
を
行
い

ま
す
。
市
内
の
医
療
機
関
で
受
け
る 朝晩涼しくなって、過ごしやすい季節になりました。しかし、

健康面では要注意の季節でもあります。血圧が上がりやす
いのは冬のイメージが強いですが、季節の変わり目の10月
は一日の温度差に注意が必要です。室温や服装などで調節
することが大切になります。今月はこの時期気を付けたい

「高血圧」についてお伝えします。

高血圧に
気をつけよう！

個
別
健
診
は
来
年
2
月
末
ま
で
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

病
気
の
予
防
は
、
ま
ず
自
分
の
体

の
状
態
を
知
る
こ
と
か
ら
。
健
診
を

受
け
て
病
気
の
予
防
と
早
期
発
見
・

治
療
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

10
月
は
「
骨
髄
バ
ン
ク
推
進
月

間
」
で
す
。
骨
髄
移
植
を
行
う
に
は
、

患
者
と
骨
髄
を
提
供
す
る
ド
ナ
ー
の

白
血
球
型
が
適
合
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
確
立
は
、
非
常
に
低
い

と
い
わ
れ
ま
す
。
多
く
の
患
者
が
適

合
す
る
ド
ナ
ー
を
見
つ
け
、
骨
髄
移

植
の
チ
ャ
ン
ス
を
得
る
に
は
、
１
人

で
も
多
く
の
ド
ナ
ー
登
録
が
必
要
で

す
。
骨
髄
移
植
な
ど
で
救
え
る
命
が

あ
り
ま
す
。
骨
髄
移
植
と
骨
髄
バ
ン

ク
事
業
に
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

ド
ナ
ー
登
録
が
で
き
る
場
所

・
下
通
り
献
血
ル
ー
ム

・�

日
赤
プ
ラ
ザ
献
血
ル
ー
ム
（
赤
十

字
血
液
セ
ン
タ
ー
）

・
献
血
バ
ス

　

ド
ナ
ー
登
録
に
は
条
件
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
日
本
骨
髄
バ
ン
ク
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

Hhttp://w
w

w
.jm

dp.or.jp

減塩や脂肪分の制限、有酸素運動、禁煙などの生活習慣の改善が大切です。
食塩の取り過ぎに注意
　薄味に慣れましょう（食塩は1日6g未満を目
標に）。だし汁や酸味、香辛料などを上手く活用
すると、薄味でもおいしくいただけます。めん
類の汁は残し、漬物やハム・かまぼこなどの加工
食品は食べる回数や量に気を付けましょう。

適度な運動を
　有酸素運動が血圧を下げるのに効果的です。
ウオーキングやスイミングなど、無理なく続け
られる範囲で行いましょう。1日1000歩（10
分歩行）、歩く距離を増やしましょう。

お酒は控えめに
　リラックスして飲む少量のアルコールは、一
般に血圧を下げるといわれていますが、飲み過
ぎは血圧を上昇させます。適量を守りましょう。

肥満を防ぐ
　肥満は高血圧の進行を助長します。特に内臓
脂肪の多い人は要注意です。ゆっくりよくかん
で、野菜を積極的に食べましょう。

ストレスを解消
　多忙な生活や精神的な緊張の連続は、血圧に
悪影響を及ぼします。睡眠を十分に取り、趣味
などで息抜きをしましょう。

喫煙者は禁煙の努力を
　たばこは血圧を上昇させ、動脈硬化を促進さ
せることが分かっています。禁煙に努めましょう。

１日の適量（純アルコール20g）
・ビール500ml
・日本酒1合180ml
・焼酎25度120ml
・ウイスキー、ブランデー60ml
・ワイン180ml
※�休肝日を週に２日程度取りま

しょう。

高 血 圧 の 予 防
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菜
園
の
手
入
れ
捗は
か
どる
今
朝
の
秋

山
河
に
も
一
服
の
あ
り
今
朝
の
秋

八
月
の
天
地
に
祈
り
重
ね
け
り

蝉
の
声
風
に
ま
ぎ
れ
て
細
り
ゆ
く

語
り
継
ぐ
こ
と
こ
そ
慰い

霊れ
い
原
爆
忌

　
川
口　
二
子

光
本
と
よ
い
ち

　
小
山　
照
子

　
田
中　
美
智

　
岩
木　
敬
治

晴
れ
雨
に
左
右
さ
れ
ず
に
繁
る
草
そ
を
追
い
か
く
る
吾
は
下
農
か

か
し
ま
し
く
蝉
鳴
く
声
に
目
を
覚
ま
す
我
の
ひ
と
日
の
始
ま
り
な
ら
む

曾
孫
ら
が
見
送
り
く
れ
て
デ
イ
バ
ス
に
乗
り
込
み
窓
越
し
手
を
振
り
返
す

庭
先
の
樹
々
の
伸
び
た
る
枝
葉
切
る
剪
定
鋏
が
蜂
の
巣
つ
つ
く

病
窓
を
雀
が
幾
羽
横
切
る
を
見
る
我
術
後
の
膝
さ
す
り
つ
つ

緒
方　
正
俊

高
木　
　
精

池
田
カ
ツ
子

嶋
田　
晴
美

緒
方　
寛
子

遺
児
わ
れ
の
訪と

い
来
て
祈
る
父
の
影
戦
地
の
土
は
黒
ぐ
ろ
と
あ
り

孫
乗
せ
た
Ａ
Ｎ
Ａ
６
４
８
便
い
ま
離
陸
デ
ッ
キ
で
見
送
る
機
影
消
ゆ
ま
で

痛
い
か
と
ソ
フ
ト
タ
ッ
チ
で
見
入
る
児
ら
朝
の
園
庭
バ
ッ
タ
に
霧
中

降
り
出
せ
る
雨
に
周
囲
の
景
色
消
え
庭
の
木
々
の
緑
が
浮
か
ぶ

万
緑
の
中
に
立
ち
居
る
吾
を
撮
る
夫
の
手
元
に
ア
カ
ネ
飛
び
来
て

桑
野　
睦
子

坂
本　
玲
子

緒
方　
悦
子

梶
原
美
智
代

江
頭　
桂
子

透
明
の
か
ら
だ
二
ミ
リ
か
メ
ダ
カ
の
子
目
が
泳
ぐ
か
に
水
槽
の
中

花
香
る
季と

き
も
あ
り
し
か
晩
白
柚
い
ま
青
き
実
の
ぶ
ら
さ
が
り
ゐ
る

庭
掃
き
て
ふ
と
気
づ
か
さ
る
蝉
穴
の
数
の
少
な
く
こ
こ
も
異
変
か

夏
風
邪
に
ほ
て
る
身
体
に
せ
わ
し
な
い
蝉
の
鳴
き
声
か
ら
だ
に
刺
さ
る

吟
の
会
果
て
て
帰
り
の
暑
き
日
を
友
の
車
の
涼
に
揺
ら
る
る

岩
根　
博
恵

安
東　
綾
子

川
口　
敦
子

田
中　
遙
子

山
城　
昌
子

銀い

杏ち
ょ
う

若
葉
く
る
り
く
る
り
と
宙
返
り
ウ
ル
ト
ラ
Ｃ
の
見
事
な
着
地

定
義
矛
盾
悲
し
み
あ
へ
ず
さ
し
あ
た
り
庭
に
養
ふ
な
す
び
の
紫
紺

か
ら
み
た
る
網
解
か
れ
つ
つ
オ
ニ
ヤ
ン
マ
翡
翠
の
目
玉
が
わ
れ
を
見
て
い
る

暮
れ
近
く
に
わ
か
に
晴
れ
て
今
し
ば
し
時
の
た
ゆ
た
ふ
ご
と
き
夕
焼

「
し・

ゃ・

く・

く・

り・

を
や
め
て
く
だ
さ
い
」と
亡
き
妻
の
い
ひ
し
こ
と
あ
り
秋
立
ち
に
け
り

林　
ま
つ
子

怒
留
湯
健
蓉

安
藤　
則
子

岩
永　
典
子

古
賀　
勝
士

佛
壇
を
磨
け
ば
優
し
月
明
か
り

蟬
が
鳴
く
命
か
な
し
と
我
は
聞
く

貸
ボ
ー
ト
裏
返
さ
れ
て
夏
の
果

肩
上
げ
を
下
し
て
孫
の
夏
ま
つ
り

夕
の
虹
首
輪
の
猫
が
つ
い
て
来
る

服
部　
靜
子

森　
　
正
子

五
丁　
義
昭

藤
本
ア
ツ
子

寺
本　
和
子

二
度
三
度
顔
を
洗
い
て
暑
さ
耐
ふ

睡
蓮
や
祈
り
の
手
形
に
膨
ら
め
り

百
合
の
香
に
癒
さ
れ
背
筋
し
ゃ
ん
と
伸
び

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
緑
し
た
た
る
路
を
ゆ
く

芹
川　
蓉
子

中
尾
ヨ
シ
コ

水
谷　
ミ
ネ

芹
川
の
り
子

記
憶
に
な
い　
先
生
方
の
名
文
句

正
直
さ　
頭
に
い
つ
も
バ
カ
が
つ
く

胃
拡
張　
唐
芋
食
べ
て
太
っ
た
つ　

ね
ぶ
れ
包
丁　
野
菜
ば
叩
き
き
り
よ
ら
す

勝
ち
目
な
し　
ダ
ン
プ
と
相
撲
と
っ
と
ら
す

宮
上　
美
由

柏
原　
乗
仏

御
手
洗
三
代

井
手　
水
光

山
隈　
好
茶

万
句
の
里
俳
句
会  

８
月
句
会

旭
志
文
芸
教
室
俳
句
の
会  
８
月
詠
草

肥
後
狂
句
水
笑
会  

８
月
例
会

七
城
短
歌
会  

８
月
詠
草

「
里
」
短
歌
会  

８
月
詠
草

さ
わ
や
か
大
学
文
芸
ク
ラ
ブ 

８
月
歌
会

菊
池
短
歌
会  

８
月
詠
草

せ
せ
ら
ぎ
俳
句
会  

８
月
例
会

こまったうしの
ガイコツまおう
松
まつ

山
やま

円
まど

香
か

／作 (小学館)
うしのガイコツまおうは自分が
何者かわからず困っていました。
すると、旅をしているしろねこ
から、「うしか、ガイコツか、ま
おうかひとつにきめたらどうか
な」と言われ…。ほんわか優し
い気持ちになれる絵本です。

（所蔵館:旭志）

菊池市図書館ホームページ  http://www.kikuchi-lib.jp/
中央図書館
泗水図書館
七城図書館
旭志図書館

☎ 0968（25）1111
☎ 0968（38）6866
☎ 0968（25）1580
☎ 0968（25）3332

※11月25日㈯ オープン
［休館日］月曜日・月末・祝日
［休館日］日曜日・祝日
［休館日］日曜日・祝日

泗水図書館
　蛍の森
　坂の途中の家
　幻霙(げんえい)
　赤い指
　身の上話
　「岩波少年文庫」のビブリオトーク
　「接続詞」の技術　書きたいことがすらすら書ける!
　きょうしつはおばけがいっぱい
　最後のゲーム
　干したから…
七城図書館
　世界一清潔な空港の清掃人
　柿づくし
　回帰
　夏の猫
　五年霊組こわいもの係　10
　しましまかしてください  
旭志図書館
　氷菓
　旅立ちぬ
　できるPowerPointパーフェクトブック
　病気と不調を自分で治す! 家庭おくすり大事典
　10分で読める宇宙や世界を冒険した人の伝記
　ルッキオとフリフリ おやしきへいく
　なにたべているのかな?

 
石
いし

井
い

光
こう

太
た

／著
角
かく

田
た

光
みつ

代
よ

／著
斉
さい

木
き

香
か

津
づ

／著
東
ひがし

野
の

圭
けい

吾
ご

／著
佐

さ

藤
とう

正
しょう

午
ご

／著
笹
ささ

倉
くら

　剛
つよし

／著
石
いし

黒
ぐろ

　圭
けい

／著
さとうまきこ／作

ホリー・ブラック／作
森
もり

枝
えだ

卓
たか

士
し

／写真・文

新
にい

津
つ

春
はる

子
こ

／著
濱
はま

崎
さき

貞
さだ

弘
ひろ

／著
今
こん

野
の

　敏
びん

／著
北
きた

森
もり

ちえ／著
床
とこ

丸
まる

迷
まよ

人
と

／作
林
はやし

なつこ／作

米
よね

澤
ざわ

穂
ほ

信
のぶ

／著
佐

さ

伯
えき

泰
やす

英
ひで

／著
井
いの

上
うえ

香
か

緒
お

里
り

／著
長
なが

屋
や

　憲
けん

／監修
塩
しお

谷
や

京
きょう

子
こ

／監修
庄
しょう

野
の

ナホコ／作
とよたかずひこ／著

皆さまのおかげで、泗水図書館は20周年を迎えました! (コスモス)

　10月27日㈮～11月９日㈭まで
の読書週間に合わせて、図書館で
はさまざまなイベントや展示を企
画しました。

随時受け付けています。
参加費は無料です。

図書館にある「図書館の木」にハロウィンの飾り付
けをしよう! おばけやかぼちゃなど、ハロウィン
の型紙を用意しています。おすすめの本や
好きな本を書いて飾り付けしてください。

　業務システム移行に伴い、下記の期間図書館ホーム
ページの更新を停止しています。新着本以外の本の検
索は可能です。イベントや休館情報などは、市ホーム
ページでお知らせします。
　ご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をよろし
くお願いします。

りんご型のカードに好きな本やお
すすめの本を書いて、たくさんの
りんごを実らせよう!

司書が選んだおすすめの本を展示します。

七城図書館

旭志図書館

しおりをつくろう!

ハロウィンの飾り付けをしよう！

図書館ホームページ
更新停止のお知らせ

司書のおすすめ本紹介

10月27日㈮～11月9日㈭期 間

10月2日㈪～31日㈫期 間

～11月中旬停止期間

りんごの木にたくさん実をつけよう!
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人
権
・
同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ       

問
い
合
わ
せ
先　
人
権
啓
発
課

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
０
９

145

　

あ
な
た
は
、
ハ
ン
セ
ン
病
に
つ
い

て
ど
ん
な
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。

（　
）に
○
×
を
付
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

（　
）�ハ
ン
セ
ン
病
は
「
ら
い
菌
」
に
よ

る
感
染
症
で
あ
る
。

（　
）�ハ
ン
セ
ン
病
は
、
現
在
の
日
本
で
は

発
症
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

（　
）ハ
ン
セ
ン
病
は
遺
伝
し
な
い
。

（　
）�ハ
ン
セ
ン
病
は
、
早
期
発
見
と
適

切
な
治
療
で
確
実
に
治
る
。

（　
）�昔
、
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
は
、
隔
離

の
た
め
に
療
養
所
に
強
制
的
に
入

所
さ
せ
ら
れ
た
。

（　
）�ハ
ン
セ
ン
病
は
、
一
般
の
病
院
で

治
療
で
き
る
。

（　
）�熊
本
県
に
は
、
ハ
ン
セ
ン
病
療
養

所
が
あ
る
。

答
え
は
、
全
て
○
で
す
。

　
ハ
ン
セ
ン
病
は
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
ハ

ン
セ
ン
医
師
が
発
見
し
た
「
ら
い
菌
」

と
い
う
細
菌
に
よ
る
感
染
症
で
す
。「
ら

い
菌
」
は
感
染
力
が
と
て
も
弱
く
、
現

在
、
日
本
で
の
感
染
・
発
症
は
ゼ
ロ
で

す
。
優
れ
た
治
療
薬
プ
ロ
ミ
ン
に
始
ま

る
化
学
療
法
に
よ
り
外
来
治
療
で
治
り

ま
す
。

　
し
か
し
、
私
た
ち
の
住
む
熊
本
県
に

お
い
て
も
「
無
ら
い
県
運
動
」
が
、
官

民
一
体
と
な
っ
て
進
め
ら
れ
、
多
く
の

人
が
隔
離
さ
れ
ま
し
た
。
隔
離
さ
れ
た

療
養
所
内
で
は
、
退
所
や
外
出
も
許
さ

れ
ず
、患
者
作
業（
看
護
・
耕
作
）が
強

い
ら
れ
、
結
婚
は
で
き
て
も
断
種
や
人

工
中
絶
が
条
件
で
し
た
。
ま
た
、
療
養

所
内
で
は
、
家
族
の
こ
と
を
考
え
偽
名

を
名
乗
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

ハ
ン
セ
ン
病
を
正
し
く
理
解
す
る
輪
を
広
げ
ま
し
ょ
う　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
菊
池
市
地
域
人
権
教
育
指
導
員　
宮み

や

川が
わ

伊い

十じ
ゅ
う

　
菊
池
市
に
隣
接
す
る
合
志
市
に
「
菊

池
恵
楓
園
」
が
あ
る
の
を
ご
存
知
で
す

か
。
そ
の
資
料
館
に
、
手
作
業
で
ボ
ー

ル
大
の
穴
の
開
け
ら
れ
た
厚
い
壁
が
展

示
さ
れ
て
い
ま
す
。
唯
一
そ
の
穴
か
ら

見
え
る
風
景
に
何
を
思
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
。

　
平
成
８
年
に
「
ら
い
予
防
法
」
が
廃

止
さ
れ
ま
し
た
が
、
90
年
に
も
及
ぶ

誤
っ
た
施
策
に
よ
り
、
社
会
の
中
に
強

め
ら
れ
た
偏
見
や
差
別
が
残
り
ま
し

た
。
平
成
15
年
に
起
き
た
「
元
患
者
の

宿
泊
拒
否
事
件
」
は
、
今
な
お
現
在
進

行
中
の
重
大
な
人
権
問
題
で
あ
る
こ
と

を
県
内
外
に
知
ら
せ
ま
し
た
。

　
正
し
い
知
識
を
正
し
く
理
解
す
る
こ

と
で
、
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
が
見
え

て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。熊本県人権同和政策課編

「人権研修テキスト」より

問
い
合
わ
せ
先

　
き
く
ち
ふ
る
さ
と
水
源
交
流
館

　
☎
０
９
６
８（
27
）０
１
０
２

ふ
る
さ
と
緑
の
便
り

菊
池
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム

問い合わせ先　わいふ一番館　☎ 0968（24）6630

開館時間　午前９時～午後５時
※休館日：月曜日 （祝日の場合は翌日）

【ギャラリー】
「岡本厚絵画作品展」
期　間：10 月 17 日㈫～22 日㈰
　83 歳になる筆者の絵には、抽象画も写実的な絵もありま
す。多くの方に楽しんでもらえたらうれしいです。

「続・九州の一本桜」展　梅野秀和
期　間：10 月 24 日㈫～ 11 月５日㈰
　何十、何百の桜が咲き競う光景は見事ですが、一本だけ
でも、有名でなくても、心に残る桜があります。

【まちかど資料館企画展】
「黒肥地コレクション展」
期　間：～ 11 月 26 日㈰
　長年菊池の文教に尽くした渋江家や幕末の思想家横

よ こ

井
い

小
しょう

楠
な ん

の書、細川藩家老の沢
さ わ

村
む ら

大
だ い

学
が く

ゆかりの掛け軸、刀剣など
数十点を展示します。

菊
池
で
中
学
生
が
農
村
体
験

　
県
立
宇
土
中
学
校
の
生
徒
は
、
例
年

１
年
生
の
秋
に
菊
池
で
２
泊
３
日
の
農

村
生
活
体
験
を
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成

21
年
度
か
ら
始
ま
り
、
毎
年
約
80
人
の

生
徒
が
訪
れ
宿
泊
体
験
を
し
て
い
ま
す
。

　
生
徒
た
ち
は
、農
業
体
験
（
稲
刈
り
）

や
野
外
生
活
体
験
（
テ
ン
ト
泊
と
野
外

炊
事
）、
水
源
地
域
の
方
々
と
の
交
流

を
通
し
て
、
農
業
と
い
う
生
業
の
理
解

や
集
団
生
活
に
よ
る
社
会
性
・
協
調
性

を
培
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
の
秋
も
、
大
き
な
希
望
を
胸
に
、

新
１
年
生
が
菊
池
に
や
っ
て
き
ま
す
。

「
今
年
は
ど
ん
な
出
会
い
が
あ
る
の
か
」

と
地
域
の
方
も
生
徒
た
ち
と
の
交
流
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
生
徒
た
ち
と

一
緒
に
食
べ
る
食
事
や
歌
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
な
ど
、
感
動
と
喜
び
を
受
け
地
域
の

活
力
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

問い合わせ先　菊池夢美術館　☎ 0968（23）1155

開館時間　午前９時～午後６時
※期間中の閉館日はありません。

「有田征也風景画展」
期　間：���10 月３日㈫～９日㈪㈷　
　水彩で描いた風景画約 10 点を展示します。

「古布に遊ぶ」時々堂生徒作品展
期　間：10 月 11 日㈬～ 15 日㈰　
　洋服や小物約 300 点を展示・販売します。

「岡本厚絵画作品展」
期　間：10 月17 日㈫～ 22 日㈰
　抽象画や具象画約 20 点を展示します。

南草書道会 30 周年記念展「いぐさで書展」
～地域伝統産業“ いぐさ”を書に活かす～
期　間：10 月24 日㈫～ 29 日㈰
　いぐさと書の新しい世界に取り組みました。

「書と花の話」のミニ講演も開催します。

問
い
合
わ
せ
先　
菊
池
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー　
☎
０
９
６
８（
36
）９
４
５
０

㈪
～
㈮
午
前
10
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
午
後
４
時　
福
祉
課

「
は
い
！
こ
ち
ら
菊
池
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
す
！
」�

稲刈り体験

問
い
合
わ
せ
先　
生
涯
学
習
課

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
３
２

13

　

桑
満
伯
順
は
、
代
々
七
城
で
医
業

を
営
ん
で
い
た
家
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

渋し
ぶ

江え

松し
ょ
う

石せ
き

や
そ
の
父
紫し

陽よ
う

な
ど
優
れ

た
学
者
た
ち
に
学
問
を
学
び
、
特
に

渋
江
松
石
の
一
番
弟
子
と
し
て
そ
の

誠
実
な
人
柄
を
た
た
え
ら
れ
ま
し
た
。

父
の
跡
を
継
い
で
医
者
と
な
っ
て
か

ら
は
そ
の
医
術
に
つ
い
て
も
非
常
に

評
判
が
高
く
、
50
歳
を
過
ぎ
た
こ
ろ

藩
医
に
任
じ
ら
れ
、
藩
の
医
学
学
校

「
再
春
館
」
で
教
鞭
を
執
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
そ
の
後
数
年
間
「
再
春
館
」

に
勤
め
ま
し
た
が
、
病
気
を
理
由
に

辞
職
し
、
郷
里
に
帰
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

帰
郷
後
、
伯
順
は
隈
府
正
観
寺
に

私
塾
「
水
石
亭
」
を
開
き
、
医
学
・

漢
学
・
書
道
を
教
え
ま
し
た
。
伯
順

は
多
く
の
人
材
を
育
て
ま
し
た
が
、

そ
の
中
に
は
木き

の

下し
た

韡い

村そ
ん

の
名
前
も
あ

り
ま
す
。
後
に
君
主
の
講

義
役
に
ま
で
上
り
つ
め
る

こ
と
に
な
る
韡
村
で
し
た

が
、
少
年
の
頃
は
先
輩
に

反
抗
し
た
り
、
生
意
気
な

口
を
利
い
た
り
す
る
一
面

が
あ
り
ま
し
た
。
あ
る
と

き
伯
順
が
、
韡
村
に
儒
学

者
と
し
て
の
心
得
を
説
い

て
厳
し
く
教
え
戒
め
た
と

桑く
わ

満み
つ

伯は
く

順じ
ゅ
ん

（
１
７
６
７
～
１
８
５
６
）

こ
ろ
、
韡
村
も
自
分
の
短
所
を
悟
り
、

何
事
に
も
謙
虚
な
態
度
を
心
掛
け
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
韡
村

は
藩
校
「
時
習
館
」
に
勤
め
る
こ
と

に
な
る
の
で
す
が
、「
時
習
館
」
の
学

統
（
学
問
の
流
派
）
は
伯
順
の
そ
れ

と
は
異
な
る
た
め
、
大
い
に
心
を
痛

め
た
と
い
い
ま
す
。
し
か
し
伯
順
は

学
統
に
こ
だ
わ
る
よ
う
な
狭
量
さ
は

見
せ
ず
、
逆
に
韡
村
を
激
励
し
、
愛

弟
子
の
栄
達
を
喜
ん
だ
の
で
し
た
。

　
1
8
5
6
（
安
政
３
）
年
、
90
歳

に
な
っ
た
伯
順
は
、
30
年
以
上
郷
里

の
人
々
を
教
え
導
い
て
き
た
「
水
石

亭
」
の
門
を
閉
じ
ま
し
た
。
そ
の
生

涯
を
終
え
る
１
年
前
ま
で
、
教
壇
に

立
ち
続
け
た
の
で
す
。
91
歳
で
亡
く

な
っ
た
伯
順
の
墓
碑
文
は
木
下
韡
村

が
作
り
、
筆
は
同
じ
く
門
下
生
で
あ

っ
た
城き

野の

静せ
い

軒け
ん

が
執
り
ま
し
た
。

桑満伯順の墓碑

▲ 悪質なはがきの事例

架
空
請
求
詐
欺
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　
最
近
、
市
内
で
は
が
き
や
メ
ー
ル
に

よ
る
架
空
請
求
詐
欺
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
実
際
に
あ
っ
た
詐
欺
の
事
例
を
紹

介
し
ま
す
。

（
事
例
）「
民
事
訴
訟
管
理
セ
ン
タ
ー
」

と
名
乗
る
団
体
か
ら
「
総
合
消
費
料
金

に
関
す
る
訴
訟
最
終
告
知
の
お
知
ら

せ
」
な
る
は
が
き
が
送
ら
れ
て
き
た
。

は
が
き
に
は
「
契
約
不
履
行
に
よ
り
民

事
訴
訟
を
提
起
し
た
。
裁
判
取
り
下
げ

最
終
期
日
ま
で
に
連
絡
な
け
れ
ば
、
給

料
や
財
産
な
ど
を
差
し
押
さ
え
る
」
と

記
載
さ
れ
て
お
り
、
問
い
合
わ
せ
窓
口

の
電
話
番
号
な
ど
も
記
載
さ
れ
て
い
た
。

　
こ
れ
は
、
悪
質
業
者
が
公
的
機
関
と

見
せ
か
け
て
手
当
た
り
次
第
に
は
が
き

を
送
り
付
け
、
訴
訟
な
ど
と
不
安
を
あ

お
る
架
空
請
求
詐
欺
で
す
。
絶
対
に
連

絡
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
連
絡
す
る
と

こ
ち
ら
の
電
話
番
号
が
相
手
に
知
ら
れ
、

次
々
と
金
銭
要
求
の
電
話
が
強
迫
ま
が

い
に
掛
か
っ
て
く
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

携
帯
電
話
な
ど
に
も
大
手
通
販
業
者
な

ど
を
か
た
り
、
同
様
の
架
空
請
求
メ
ー

ル
が
届
く
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

不
安
な
と
き
は
ご
相
談
く
だ
さ
い

　
架
空
請
求
の
は
が
き
や
メ
ー
ル
が
届

い
た
場
合
は
、
あ
わ
て
て
電
話
を
か
け

た
り
、
金
銭
を
支
払
っ
た
り
し
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
も
し
、
連
絡
し
て

し
ま
っ
た
場
合
や
不
安
な
と
き
は
、
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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お
知
ら
せ

　
本
年
中
に
建
物
（
付
属
屋
、畜
舎
含
む
）

を
新
築
・
増
築
し
た
と
き
は
、
平
成
30
年

度
固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
載
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
の
で
、
届
け
出
を
お
願
い
し

ま
す
。
建
物
を
取
り
壊
し
た
場
合
も
届
け

出
が
必
要
で
す
。

被
災
代
替
家
屋
の
特
例
制
度

　
熊
本
地
震
に
係
る
被
災
代
替
家
屋
の
特

例
申
告
制
度
が
あ
り
ま
す
。
要
件
な
ど
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
税
務
課
固
定
資
産
税
係

　
☎（
25
）７
２
０
７

建
物
を
新
築
・
増
築
・
取
り
壊

し
た
人
は
届
け
出
が
必
要
で
す

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

接
種
期
間　
10
月
1
日
㈰
～
12
月
31
日
㈰

　
12
月
中
旬
ま
で
の
接
種
を
お
勧
め
し
ま

す
。

定
期
接
種

▼�

対
象
者　
❶
満
65
歳
以
上　
❷
60
歳
以

上
65
歳
未
満
で
、
心
臓
・
腎
臓
・
呼
吸

器
の
機
能
低
下
な
ど
で
日
常
生
活
が
大

き
く
制
限
さ
れ
る
障
が
い
が
あ
る
人
、

お
よ
び
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ

り
日
常
生
活
が
ほ
と
ん
ど
不
可
能
な
程

度
の
障
が
い
が
あ
る
人
。

▼
接
種
回
数　
　
１
回

▼
個
人
負
担
額　
１
３
０
０
円

▼
市
負
担
額　
　
２
９
０
０
円

任
意
接
種
（
行
政
措
置
）

▼
対
象
者　
１
歳
～
64
歳
で
接
種
希
望
者

▼�

接
種
回
数　
❶
１
歳
以
上
13
歳
未
満　

２
回
（
２
～
４
週
間
空
け
る
）　

❷
13

歳
以
上　
１
回

▼
個
人
負
担
額　
１
８
０
０
円

▼
市
負
担
額　
　
２
４
０
０
円

接
種
機
関　
市
の
委
託
医
療
機
関
（
事
前

予
約
が
必
要
で
す
）

そ
の
他　
▼
市
が
委
託
す
る
医
療
機
関
以

外
で
接
種
す
る
と
き
は
、
事
前
に
（
接
種

予
定
日
の
１
週
間
位
前
ま
で
）
健
康
推
進

課
ま
た
は
各
支
所
市
民
生
活
課
に
印
か
ん

を
用
意
し
て
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。
事

前
手
続
き
が
な
い
場
合
は
補
助
で
き
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
▼
住
民
票
が
本

市
に
あ
る
人
が
対
象
で
す
。
保
険
証
・
免

許
証
な
ど
確
認
で
き
る
も
の
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
▼
子
ど
も
の
接
種
に
は
必
ず
母
子

健
康
手
帳
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

子
ど
も
の
健
康
状
態
を
よ
く
知
っ
て
い
る

保
護
者
が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。

問
健
康
推
進
課
健
康
推
進
係

　
☎（
25
）７
２
１
９

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
は
厚
生
労
働

大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
非
常
勤
の
地
方
公

務
員
で
す
。

　
担
当
地
区
の
中
で
福
祉
に
関
す
る
相
談

や
、
行
政
機
関
と
地
域
の
パ
イ
プ
役
と
し

て
活
動
し
て
い
ま
す
。
困
り
事
や
悩
み
事

が
あ
れ
ば
、
地
域
の
民
生
委
員
・
児
童
委

新
し
い
民
生
委
員
・
児
童
委
員

を
紹
介
し
ま
す

　
熊
本
地
震
の
被
災
者
が
、
生
活
再
建
に

向
け
て
安
心
し
た
日
常
生
活
を
送
れ
る
よ

う
、
見
守
り
や
健
康
・
生
活
支
援
、
地
域

交
流
の
促
進
な
ど
の
総
合
的
な
支
援
を
行

う
「
菊
池
市
地
域
支
え
合
い
セ
ン
タ
ー
」

を
開
設
し
ま
し
た
。

　
セ
ン
タ
ー
で
は
生
活
相
談
支
援
員
を
配

置
し
、
健
康
状
態
や
生
活
状
況
、
困
り
事

な
ど
の
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。
不
安
や

心
配
事
の
あ
る
人
は
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

開
設
日
時　
㈪
～
㈮
※
㈷
を
除
く

　
　
　
　
　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

開
設
場
所　
菊
池
市
社
会
福
祉
協
議
会
内

問
菊
池
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎（
25
）５
０
０
０

地
域
支
え
合
い
セ
ン
タ
ー
開
設

　
熊
本
地
震
の
被
災
に
伴
う
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
利
用
料
の
免
除
期
間
は
９
月
末
で
終

了
し
ま
し
た
。
10
月
か
ら
は
利
用
料
の
支

払
い
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

問
高
齢
支
援
課
介
護
保
険
係

　
☎（
25
）７
２
１
５

介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
の

免
除
期
間
は
終
了
し
ま
し
た

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
と
は

　
内
部
障
が
い
や
発
達
障
が
い
、
難
病
な

ど
、
外
見
か
ら
は
援
助
や
配
慮
を
必
要
と

し
て
い
る
こ
と
が
分
か
ら
な
い
人
が
、
周

囲
に
知
ら
せ
る
た
め
の
カ
ー
ド
で
す
。

ど
う
や
っ
て
使
う
の
？

　
市
販
の
名
札
ケ
ー
ス
に
入
れ
て
首
か
ら

下
げ
た
り
、
ス
ト
ラ
ッ
プ
を
使
っ
て
カ
バ

ン
に
付
け
た
り
、
周
囲
か
ら
見
え
や
す
い

箇
所
に
付
け
て
携
行
し
て
く
だ
さ
い
。

　
カ
ー
ド
の
裏
面
に
は
、
自
身
の
症
状
や

支
援
し
て
ほ
し
い
こ
と
な
ど
を
自
由
に
書

き
込
め
ま
す
。

問
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係

　
☎（
25
）７
２
１
３

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
を
配
布
し
ま
す

　
住
宅
や
店
舗
の
リ
フ
ォ
ー
ム
・
新
築
工

事
を
市
内
の
施
工
業
者
に
依
頼
し
た
場

合
、
菊
池
市
内
共
通
商
品
券
（
め
ぐ
る
ん

券
）
を
交
付
し
ま
す
。

補
助
額

▼�

住
宅
：
対
象
工
事
費
（
消
費
税
除
く
）

の
10
％
以
内
で
助
成
限
度
額
20
万
円

▼�

店
舗
：
対
象
工
事
費
（
消
費
税
除
く
）

の
20
％
以
内
で
助
成
限
度
額
30
万
円

条　
件　
子
育
て
支
援
・
Ｕ
Ｄ
化
・
省
エ

ネ
推
進
・
木
材
利
用
推
進
の
い
ず
れ
か
の

裏面

菊
池
市
地
域
経
済

活
力
創
出
事
業

工
事
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
他　
▼
着
工
前
に
申
請
し
、
事
業
決

定
を
得
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
着
工
後
の

申
請
は
補
助
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
▼
申
請

方
法
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
商
工
観
光
課
商
工
振
興
係

　
☎（
25
）７
２
２
３

員
ま
で
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

菊
池
第
３
地
区
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協

議
会
（
敬
称
略
）　

▼
木
柑
子
・
花
房
台　
宮み

や

川が
わ

健け
ん

一い
ち

郎ろ
う　

　
☎（
36
）９
１
９
１

問
福
祉
課
福
祉
係　

　
☎（
25
）７
２
１
３

　
県
や
市
町
村
、
関
係
団
体
で
構
成
す
る

「
く
ま
も
と
緑
・
景
観
協
働
機
構
」
で
は
、

良
好
な
景
観
形
成
を
進
め
る
た
め
民
間
の

緑
化
や
景
観
づ
く
り
の
支
援
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

緑
花
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
事
業

　
町
内
会
や
自
治
会
な
ど
の
地
域
住
民
団

体
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
道
路
、

公
園
、
学
校
な
ど
に
樹
木
や
花
を
植
え
る

場
合
に
苗
木
な
ど
の
購
入
費
用
を
助
成
。

花
い
っ
ぱ
い
運
動
支
援
事
業

　
道
路
、
公
園
、
学
校
な
ど
に
花
の
植
栽

を
行
っ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
対

し
て
花
の
種
子
、
球
根
、
苗
を
配
布
。

　

現
在
、「
緑
花
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援

事
業
」
の
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http//

kum
am
oto-m

idori.com
/index.

htm
l

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
く
ま
も
と
緑
・
景
観
協
働
機
構
事
務
局

　
☎
０
９
６（
３
３
３
）２
５
２
２

10
月
１
日
～
31
日
は

「
都
市
緑
化
月
間
」
で
す

10 月の「税」の納期限
10月 31 日㈫

問税務課
　市民税係　　　☎ (25)7206

　●市県民税第３期
　●国民健康保険税第４期
口座振替を利用している人は、10 月
25 日㈬に振替を行いますので、残高
の確認をお願いします。

　
県
の
保
健
所
に
保
護
さ
れ
た
迷
子
の
犬

や
猫
の
多
く
は
、
飼
い
主
の
連
絡
先
が
分

か
り
ま
せ
ん
。
迷
子
に
さ
せ
な
い
よ
う
、

犬
は
リ
ー
ド
で
つ
な
ぎ
、
猫
は
室
内
で
飼

い
ま
し
ょ
う
。
は
ぐ
れ
た
と
き
に
備
え
、

迷
子
札
や
、
連
絡
先
を
記
入
し
た
首
輪
を

準
備
し
ま
し
ょ
う
。

　
も
し
迷
子
に
な
っ
た
ら
、
最
寄
り
の
保

健
所
、
市
町
村
、
警
察
に
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。
迷
子
で
県
保
健
所
に
保
護
さ

れ
た
犬
や
猫
の
情
報
は
、
県
動
物
愛
護

管
理
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.

大
事
な
ペ
ッ
ト
を
迷
子
に

さ
せ
な
い
た
め
に

kum
am
oto-doubutuaigo.jp/

）
に

も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
県
健
康
危
機
管
理
課

　
☎
０
９
６（
３
３
３
）２
２
４
８

募
集

と　
き　
10
月
22
日
㈰
午
後
１
時
30
分
～

と
こ
ろ　
Ｔ
Ｋ
Ｐ
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
シ
テ

ィ
博
多

内　
容　
入
学
要
件
の
説
明
、
講
義
・
学

校
生
活
の
紹
介
、
卒
業
生
と
の
対
話
な
ど

申
込
期
限　
10
月
19
日
㈭

申
込
方
法　
日
本
農
業
経
営
大
学
校
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
か
ら
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
農
政
課
農
政
係　
☎（
25
）７
２
２
１

日
本
農
業
経
営
大
学
校

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

表面

　　
介護予防ミニ講座
低栄養予防について ①

～ 自分の体重やBMI(体格指数)を知りましょう ～
　現代は飽食の時代といわれますが、偏食や食欲不振に
より誰でも「低栄養(栄養欠乏)」になりえます。
こんなときに低栄養が疑われます

問高齢支援課地域包括支援係　☎（25）7216

・�半年の間で体重が２～３㌔減少した
・BMI(体格指数)が18.5未満
　体重を定期的に測定する習慣を持ちましょう。
　下記の表でBMIを確認しましょう! 色が付いている部
分に該当する人は、食生活などに配慮が必要です。
▼BMI目安表

35kg 40kg 45kg 50kg 55kg 60kg
140cm 18 20 23 26 28 31
145cm 17 19 21 24 26 29
150cm 16 18 20 22 24 27
155cm 15 17 19 21 23 25
160cm 14 16 18 20 21 23
165cm 13 15 17 18 20 22
170cm 12 14 16 17 19 21
175cm 11 13 15 16 18 20

　低栄養が心配な人は、かかりつけ医や地域包括支援
センターの保健師・管理栄養士にご相談ください。
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各支所の問い合わせ先
七城支所　☎(25)1000
旭志支所　☎(25)3330
泗水支所　☎(25)2001

菊池市ホームページ
http://www.city.kikuchi.lg.jp/

記号の説明　問…問い合わせ先　●申…申込先　☎…電話番号
Ⓕ…FAX　Ⓜ…メールアドレス　Ⓗ…ホームページ

菊池市の市外局番　0968
菊池市役所の住所　〒861-1392 菊池市隈府 888 番地

　
本
市
で
は
、
豊
か
な
自
然
と
歴
史
に
育

ま
れ
た
魅
力
的
な
景
観
を
生
か
し
た
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
「
菊
池
市
景
観

　
職
業
訓
練
に
よ
る
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
通

じ
て
早
期
就
職
を
実
現
す
る
た
め
に
、
国

が
支
援
す
る
制
度
の
一
つ
で
す
。
無
料
で

受
講
で
き
ま
す
（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
は
自

己
負
担
）。
一
定
の
条
件
を
満
た
す
と
、

雇
用
保
険
や
職
業
訓
練
受
講
給
付
金
を
受

職
業
訓
練
コ
ー
ス

「
血
糖
下
げ
よ
う
セ
ミ
ナ
ー
」　

参
加
者
募
集

と　

き　

10
月
23
日
㈪
～
12
月
18
日
㈪

（
全
４
回
）
午
前
９
時
～
11
時

と
こ
ろ　
菊
池
養
生
園

内　
容　
▼
食
べ
て
調
べ
て
見
て
実
感
！

食
後
の
血
糖
の
変
化
▼
一
石
二
鳥
の
筋
ト

レ
・
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
・
ス
テ
ッ
プ
運
動
▼

血
糖
を
下
げ
る
食
事
の
コ
ツ
な
ど

対
象
者　

市
内
在
住
で
次
の
い
ず
れ
か

の
条
件
を
満
た
す
人　

▼
空
腹
時
血
糖

１
０
０
mg/

dl
以
上
▼H

bA
1c

５・
６

㌫
以
上
▼
糖
尿
病
の
予
防
や
治
療
に
関
心

が
あ
る

参
加
料　
千
円　
全
４
回
分

申
込
方
法　
健
康
推
進
課
、
各
支
所
市
民

生
活
課
、
菊
池
養
生
園
の
い
ず
れ
か
に
直

接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
●申
健
康
推
進
課
保
険
年
金
係　

　
☎（
25
）７
２
１
８

　
各
支
所
市
民
生
活
課

　
菊
池
養
生
園
保
健
組
合　

　
☎（
38
）２
８
２
０

仕
事
と
子
育
て
両
立
応
援

セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
募
集

と　
き　
10
月
24
日
㈫　

　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

と
こ
ろ　

熊
本
県
民
交
流
館
パ
レ
ア　

（
熊
本
市
中
央
区
手
取
本
町
８
‐
９
）

内　
容　
▼
再
就
職
体
験
発
表
▼
仕
事
と

子
育
て
両
立
の
た
め
の
育
児
・
生
活
環
境

づ
く
り
▼
再
就
職
に
向
け
て
の
課
題
の
整

理
と
就
職
活
動
の
準
備
な
ど
の
情
報
提
供

※
託
児
有
り
（
１
歳
半
～
就
学
前
）。
事

前
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

参
加
費　
無
料

定　
員　
40
人
（
応
募
多
数
の
場
合
は
選

考
に
よ
り
決
定
し
ま
す
）

申
込
期
限　
10
月
13
日
㈮
※
託
児
は
10
月

10
日
㈫
ま
で

申
込
方
法　
申
込
書
は
県
し
ご
と
相
談
・

支
援
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。「
く
ま
ジ
ョ
ブ
」

で
検
索
。

問
●申
県
し
ご
と
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
６（
３
５
１
）０
５
０
０

菊
池
養
生
園
保
健
組
合

職
員
募
集

区　
分　
資
格
免
許
職

職　
種　
保
健
師

採
用
予
定
数　
１
人
程
度

受
験
資
格　
昭
和
47
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
人
で
、
保
健
師
お
よ
び
看
護
師

の
免
許
を
持
ち
、
採
用
時
ま
で
に
保
健
師

ま
た
は
看
護
師
と
し
て
５
年
以
上
の
実
務

経
験
が
あ
る
人
。

試
験
日　
▼
一
次　
11
月
26
日
㈰

　
　
　
　
▼
二
次　
12
月
中
旬
予
定

会　
場　
菊
池
養
生
園
保
健
組
合

受
付
期
間　
10
月
16
日
㈪
～
11
月
10
日
㈮

申
込
方
法　

申
込
用
紙
は
菊
池
養
生
園

保
健
組
合
総
務
課
に
用
意
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
菊
池
養
生
園
保
健
組
合
掲
示

板
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.

yojoen.or.jp

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
●申
菊
池
養
生
園
保
健
組
合
総
務
課

　　
☎（
38
）２
８
２
０

熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
校

平
成
30
年
度
４
月
入
校
生
募
集

募
集
科
・
訓
練
期
間
・
定
員

▼
自
動
車
車
体
整
備
科　
　
３
年　
15
人

▼
電
気
配
管
シ
ス
テ
ム
科　
２
年　
20
人

▼
総
合
建
築
科　
　
　
　
　
２
年　
15
人

応
募
資
格　
18
歳
以
上
、
高
卒
以
上
ま
た

は
高
卒
見
込
み
の
人

受
付
期
間　
10
月
11
日
㈬
～
20
日
㈮

試
験
日　
11
月
１
日
㈬

そ
の
他　
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
●申
熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
校

　　
☎
０
９
６（
３
７
８
）０
１
２
１

菊
池
市
景
観
計
画
（
案
）

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

計
画
」
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、「
菊
池
市
景
観
計
画
（
案
）」

を
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん

か
ら
の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間　
10
月
６
日
㈮
～
11
月
６
日
㈪

午
後
５
時
ま
で

閲
覧
場
所　
▼
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼
都
市

整
備
課
▼
各
支
所
市
民
生
活
課

意
見
の
提
出
方
法　
氏
名
（
団
体
の
場
合

は
団
体
名
と
代
表
者
名
）、
住
所
、
電
話

番
号
、
ご
意
見
を
明
記
し
、
直
接
、
郵
送
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル
で
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
様
式
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

意
見
書
を
提
出
で
き
る
人　
▼
市
内
に
住

所
が
あ
る
人
▼
市
内
に
事
務
所
ま
た
は
事

業
所
が
あ
る
個
人
お
よ
び
法
人
そ
の
他
の

団
体
▼
市
内
に
あ
る
事
務
所
ま
た
は
事
業

所
に
勤
務
す
る
人
▼
市
内
に
あ
る
学
校
に

在
学
す
る
人
▼
実
施
機
関
が
行
う
事
務
事

業
に
利
害
関
係
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
人

問
都
市
整
備
課
都
市
整
備
係

　
☎（
25
）７
２
４
２　

　
Ⓕ（
25
）５
３
９
８

　
Ⓜtoshiseibi@

city.kikuchi.lg.jp

け
な
が
ら
受
講
で
き
ま
す
。

訓
練
場
所　
合
志
市

科　
目　
機
械
・
溶
接
加
工
科
、
電
気
設

備
サ
ー
ビ
ス
科
、
制
御
技
術
科
、
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
科
、
ビ
ル
設
備
サ
ー
ビ
ス
科

募
集
期
間　
10
月
２
日
㈪
～
26
日
㈭　

訓
練
期
間　
12
月
５
日
㈫
～
平
成
30
年
６

月
27
日
㈬

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊
池

　
☎（
24
）８
６
２
５

い
き
い
き
ト
レ
活
セ
ミ
ナ
ー

か
ら
だ
バ
ー
体
操
参
加
者
募
集

　
背
中
や
腰
ま
わ
り
、
膝
関
節
な
ど
に
負

担
を
か
け
ず
、
体
の
動
き
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
「
か
ら
だ
バ
ー
」
を
使
っ
た
体
操
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

と　
き　
11
月
７
日
㈫

　
　
　
　
午
後
２
時
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　
菊
池
市
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

対
象
者　
市
内
在
住
で
健
康
づ
く
り
に
興

味
の
あ
る
人

定　
員　
30
人
※
申
込
多
数
の
場
合
は
特

定
保
健
指
導
対
象
者
を
優
先
し
ま
す
。

参
加
料　
無
料

申
込
方
法　
健
康
推
進
課
、
各
支
所
市
民

生
活
課
、
菊
池
養
生
園
の
い
ず
れ
か
に
直

接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
●申
健
康
推
進
課
保
険
年
金
係　

　
☎（
25
）７
２
１
８

　
各
支
所
市
民
生
活
課

　
菊
池
養
生
園
保
健
組
合　

　
☎（
38
）２
８
２
０

地
域
で
取
り
組
む
介
護
予
防

　

地
域
の
皆
さ
ん
が
自
主
的
に
集
ま
り
、

介
護
予
防
や
生
き
が
い
づ
く
り
、
健
康
づ

く
り
の
た
め
、
週
１
回
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
見
な
が

ら
体
操
を
実
施
す
る
「
通
い
の
場
」
を
つ

く
り
ま
せ
ん
か
。
市
か
ら
体
操
用
Ｄ
Ｖ
Ｄ

を
配
布
し
ま
す
。

募
集
数　
10
団
体
（
先
着
順
）

条　
件　
▼
５
人
以
上
の
団
体
▼
３
カ
月

以
上
活
動
す
る
こ
と
▼
参
加
者
の
過
半
数

が
65
歳
以
上
で
あ
る
こ
と
▼
政
治
・
宗
教

を
伴
う
活
動
や
営
利
を
目
的
と
し
た
団
体

で
は
な
い
こ
と

そ
の
他　
体
操
の
支
援
を
行
い
ま
す
。
体

操
に
必
要
な
椅
子
や
テ
レ
ビ
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
プ

レ
ー
ヤ
ー
は
各
自
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

問
●申
高
齢
支
援
課
地
域
包
括
支
援
係　

　
☎（
25
）７
２
１
６

相
談

と　
き　
10
月
27
日
㈮　

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

と
こ
ろ　
本
庁
２
階
相
談
室
22

相
談
内
容　
夫
や
妻
、
恋
人
な
ど
身
近
な

人
か
ら
の
暴
力
や
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
、
職

場
で
の
パ
ワ
ハ
ラ
、
そ
の
他
性
別
に
よ
る

不
当
な
差
別
や
嫌
が
ら
せ
な
ど

※�

今
月
は
弁
護
士
が
相
談
を
受
け
ま
す
。

事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

問
●申
男
女
共
同
参
画
推
進
課 

　
☎（
25
）７
２
１
０

男
女
共
同
参
画
専
門
委
員
相
談

法
律
無
料
相
談
会

　
「
法
の
日
週
間
（
10
月
１
日
㈰
～
７
日

㈯
）」
行
事
の
一
環
で
、
無
料
法
律
相
談

会
を
実
施
し
ま
す
。
予
約
不
要
。
秘
密
は

厳
守
し
ま
す
。

と　
き　
10
月
23
日
㈪　

　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
3
時

と
こ
ろ　
熊
本
地
方
・
家
庭
裁
判
所
山
鹿

支
部
（
山
鹿
市
山
鹿
２
８
０
）

相
談
担
当
者　
弁
護
士
、
民
事
・
家
事
調

停
委
員
、
法
務
局
職
員

相
談
内
容　
民
事
・
刑
事
の
法
律
問
題
、

破
産
問
題
、
離
婚
・
相
続
等
の
問
題
、
登

記
、
人
権
問
題
な
ど

問
総
務
課
総
務
行
政
係

　
☎（
25
）７
１
１
１

　
10
月
16
日
㈪
～
22
日
㈰
ま
で
「
行
政
相

談
週
間
」が
全
国
一
斉
に
展
開
さ
れ
ま
す
。

　
行
政
に
関
す
る
苦
情
や
意
見
、
要
望
な

ど
何
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。相
談
無
料
。

秘
密
は
固
く
守
り
ま
す
。

と
き
・
と
こ
ろ

❶
10
月
４
日
㈬　
午
前
10
時
～
正
午

　
　
　
　
　
　
　
泗
水
支
所

❷
10
月
18
日
㈬　
午
前
10
時
～
正
午

　
　
　
　
　
　
　
菊
池
市
役
所

問
総
務
課
総
務
行
政
係

　
☎（
25
）７
１
１
１

１
日
合
同
行
政
相
談
所

と　
き　
10
月
6
日
㈮

　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

と
こ
ろ　
く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ
レ
ア

10
階
パ
レ
ア
ホ
ー
ル
（
熊
本
市
中
央
区
手

取
本
町
８
‐
９
）

相
談
内
容　
行
政
に
関
す
る
意
見・要
望・

苦
情
な
ど

問
熊
本
行
政
評
価
事
務
所

　
☎
０
９
６（
３
２
４
）１
６
６
２

行
政
相
談
週
間

　
県
行
政
書
士
会
で
は
、毎
年
10
月
を「
行

政
書
士
制
度
広
報
月
間
」
と
し
て
行
政
書

士
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今

年
も
相
談
会
と
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

無
料
電
話
相
談　

と　
き　
10
月
２
日
㈪

　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

　
☎
０
９
６（
３
８
５
）７
０
３
１　

無
料
街
頭
相
談
会　

と　
き　
10
月
18
日
㈬
～
19
日
㈭

　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

と
こ
ろ　
鶴
屋
百
貨
店
本
館
７
階
（
熊
本

市
中
央
区
手
取
本
町
6
‐
1
）

相
談
内
容　
▼
各
種
許
認
可
・
登
録
に
関

す
る
こ
と
▼
会
社
・
医
療
法
人
・
公
益
法

人
等
の
法
人
設
立
に
関
す
る
こ
と
▼
遺

言・相
続
に
関
す
る
こ
と
▼
内
容
証
明
書・

契
約
書
の
作
成
に
関
す
る
こ
と　

市
民
公
開
講
座
（
相
続
・
遺
言
講
演
会
）

と　
き　
10
月
14
日
㈯
午
後
１
時
30
分
～

行
政
書
士
制
度
広
報
月
間

と
こ
ろ　
人
吉
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
人

吉
市
西
間
下
町
41
‐
１
）

内　
容　
▼
公
証
人
の
講
演（
第
１
部
）

▼
タ
レ
ン
ト
大お

お

田た

黒ぐ
ろ

浩こ
う

一い
ち

さ
ん
の
講
演

（
第
２
部
）▼
行
政
書
士
の
無
料
相
談
会

問
熊
本
県
行
政
書
士
会

　
☎
０
９
６（
３
８
５
）７
３
０
０

　
総
務
課
総
務
行
政
係

　
☎（
25
）７
１
１
１
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と　
き　
10
月
15
日
㈰

　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

と
こ
ろ　

熊
本
県
司
法
書
士
会
館
２
階

（
熊
本
市
中
央
区
大
江
４
‐
４
‐
34
）

▼
電
話
相
談（
当
日
の
み
）

震
災
＆
身
近
な
法
律
問
題

無
料
相
談
会

講
演
・
講
習

と　
き　
10
月
14
日
㈯

　
受
付　
午
後
１
時
30
分
～

　
　
　
　
午
後
２
時
～
５
時
30
分

と
こ
ろ　
熊
本
市
北
部
公
民
館
大
会
議
室

（
熊
本
市
北
区
鹿
子
木
町
66
）

内　
容　
▼
セ
ミ
ナ
ー
「
未
来
に
つ
な
ぐ

相
続
登
記 

熊
本
地
方
法
務
局
」「
電
子
紙

芝
居 

く
ま
じ
ろ
う
も
の
が
た
り
」「
知
っ

て
お
き
た
い
！
相
続
と
成
年
後
見
制
度
」

▼
個
別
相
談
会

参
加
費　
無
料

定　
員　
90
人
（
先
着
順
）

申
込
方
法　
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ

問��（
公
社
）成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
・
リ
ー
ガ

ル
サ
ポ
ー
ト
熊
本
支
部

　
☎
０
９
６（
３
６
４
）２
８
８
９

　
Ⓕ
０
９
６（
３
６
３
）１
３
５
９

相
続
・
成
年
後
見
セ
ミ
ナ
ー

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　
地
域
で
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
を
温

か
く
見
守
る
応
援
者
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ

ー
」
を
養
成
す
る
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

認
知
症
を
理
解
す
る
き
っ
か
け
と
し
て
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
申
込
不
要
で
す
。

と　
き　
10
月
17
日
㈫
午
後
２
時
～

と
こ
ろ　
菊
池
市
福
祉
会
館

�

※�

講
座
修
了
者
に
は
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ

ー
の
証
で
あ
る
「
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
」

を
差
し
上
げ
ま
す
。

問
高
齢
支
援
課
地
域
包
括
支
援
係

　
☎（
25
）７
２
１
６

　
営
業
者
や
今
ま
で
の
経
験
・
技
術
を
生

か
し
て
独
立
開
業
を
予
定
し
て
い
る
人

は
、ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
無
料
。

経
営
相
談
室
（
生
衛
業
）

秘
密
は
守
り
ま
す
。
専
門
相
談
員
（
中
小

企
業
診
断
士
・
経
営
指
導
員
）
が
対
応
し

ま
す
。

と　
き　
10
月
23
日
㈪

　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
２
時

と
こ
ろ　
菊
池
保
健
所

相
談
内
容　
経
営
、
融
資
、
税
務
に
関
す

る
こ
と

問（
公
財
）熊
本
県
生
活
衛
生
営
業
指
導
セ

ン
タ
ー　
☎
０
９
６（
３
６
２
）３
０
６
１

と　
き　
10
月
28
日
㈯

　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

と
こ
ろ　

熊
本
県
司
法
書
士
会
館
２
階

（
熊
本
市
中
央
区
大
江
４
‐
４
‐
34
）

▼
電
話
相
談（
当
日
の
み
）

　
☎
０
９
６（
３
６
４
）０
８
０
０

相
談
内
容　
▼
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
・

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
騙
さ

れ
た
▼
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
や
出
会
い
系
サ

イ
ト
に
高
額
な
請
求
を
さ
れ
て
い
る
な
ど

問
司
法
書
士　
磯い

そ
﨑ざ
き
耕こ
う
輔す
け

　
☎
０
９
６
７（
46
）３
８
７
６

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル

無
料
相
談
会

　
県
労
働
委
員
会
は
、
労
働
者
と
事
業
主

と
の
間
に
起
き
た
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決
を
お

手
伝
い
す
る
「
あ
っ
せ
ん
」
を
行
っ
て
い

ま
す
。相
談
無
料
。秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

事
業
主
、
正
規
社
員
、
非
正
規
社
員
な
ど

も
利
用
で
き
ま
す
。

問
熊
本
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　
☎
０
９
６（
３
３
３
）２
７
５
３

労
使
紛
争
の
解
決
に
「
あ
っ
せ

ん
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

と　
き　
10
月
４
日
㈬

　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

と
こ
ろ　
泗
水
公
民
館
第
１
研
修
室

相
談
内
容　
▼
相
続
・
売
買
・
贈
与
・
担

保
権
な
ど
に
関
す
る
登
記
▼
裁
判・調
停・

強
制
執
行
の
手
続
き
に
関
す
る
こ
と
▼
遺

言
や
成
年
後
見
に
関
す
る
こ
と
▼
土
地
の

測
量
・
分
筆
・
合
筆
・
地
目
変
更
・
境
界

復
元
、
建
物
の
新
築
・
増
築
な
ど
に
関
す

る
登
記
、
境
界
問
題
な
ど

問
熊
本
県
司
法
書
士
会
阿
蘇
大
津
支
部
事

務
局　
木き

村む
ら　
☎（
25
）２
４
３
８

県
下
一
斉
司
法
書
士
・
土
地
家

屋
調
査
士
無
料
法
律
相
談

と　
き　
10
月
７
日
㈯

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　
山
鹿
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
（
山

鹿
市
山
鹿
９
８
７
番
地
３
）

内　
容　
胃
が
ん
の
予
防
・
診
断
・
治
療

に
関
す
る
講
演
会

講　

師　

山
鹿
市
民
医
療
セ
ン
タ
ー
医

師
、
看
護
師
、
山
鹿
市
保
健
師

参
加
費　
無
料

そ
の
他　
子
ど
も
と
一
緒
に
参
加
で
き
る

部
屋
も
用
意
し
て
い
ま
す
。

問
山
鹿
市
民
医
療
セ
ン
タ
ー

　
☎（
44
）２
１
８
５

第
２
回
山
鹿
市
民
医
療
セ
ン

タ
ー
「
市
民
公
開
講
座
」

イ
ベ
ン
ト

　
人
権
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。「
人

権
バ
ン
ド 

ホ
ラ
イ
ズ
ン
」
の
透
き
通
る

歌
声
と
魂
を
揺
さ
ぶ
る
ト
ー
ク
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。
入
場
無
料
で
す
。

と　
き　
10
月
12
日
㈭　

　
　
　
　
午
後
７
時
30
分
～
８
時
30
分

と
こ
ろ　
旭
志
公
民
館
大
研
修
室

問
旭
志
公
民
館　

　
☎（
25
）３
３
３
２

人
権
コ
ン
サ
ー
ト

10
月
の
内
容

５
日
㈭　
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

12
日
㈭　
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
小
物
作
り

19
日
㈭　
運
動
遊
び

26
日
㈭　
カ
レ
ン
ダ
ー
作
り

※
い
ず
れ
も
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

と
こ
ろ　
菊
池
市
児
童
セ
ン
タ
ー
幼
児
室

（
西
部
市
民
セ
ン
タ
ー
２
階
）

対　
象

　
市
内
在
住
の
未
就
学
児
と
保
護
者

※�

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
は
、
受
付
人
数
に

制
限
が
あ
り
ま
す
の
で
早
め
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
参
加
費
と
し
て
２
０
０
円

必
要
で
す
。

問
●申
西
部
市
民
セ
ン
タ
ー

　
☎（
25
）２
６
２
７

未
就
学
児
の
た
め
の

す
く
す
く
講
座

宗
次
郎
オ
カ
リ
ナ
コ
ン
サ
ー
ト

と　
き　
平
成
30
年
１
月
21
日
㈰　

　
　
　
　
開
場　
午
後
１
時
30
分

　
　
　
　
開
演　
午
後
２
時

と
こ
ろ　
菊
池
市
泗
水
ホ
ー
ル

入
場
料　
全
席
指
定
２
５
０
０
円
（
当
日

３
千
円
）

入
場
券
販
売
日　
10
月
11
日
㈬
～

入
場
券
販
売
所　
菊
池
市
文
化
会
館
、
キ

ャ
ニ
オ
ン
、
夢
空
間
、
マ
ル
シ
ョ
ク
泗
水

内
フ
ォ
ト
＆
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
、
セ
ブ
ン
イ

レ
ブ
ン
（
チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
）

そ
の
他　
未
就
学
児
の
入
場
は
で
き
ま
せ

ん
。

問
菊
池
市
文
化
会
館　
☎（
24
）1
1
0
1

新
米
マ
マ
の
子
育
て

お
し
ゃ
べ
り
講
座

　
育
児
の
喜
び
や
困
り
事
、
親
と
し
て
の

迷
い
な
ど
を
話
し
、
親
子
の
絆
づ
く
り
を

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

と　
き　
10
月
３
日
㈫
・
10
日
㈫
・
19
日

㈭
・
24
日
㈫
（
全
４
回
）

　
午
後
２
時
～
４
時

と
こ
ろ　
菊
池
市
西
部
市
民
セ
ン
タ
ー

対　
象　
生
後
２
～
５
カ
月
（
10
月
３
日

現
在
）
の
乳
児
（
第
１
子
）
と
そ
の
母
親

参
加
料　

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
8
6
4

円
が
必
要
で
す
）

定　
員　
母
子
14
組
（
先
着
順
）

問
子
育
て
支
援
課
こ
ど
も
家
庭
支
援
係

　
☎（
25
）7
2
1
4

認
知
症
介
護
家
族
の
つ
ど
い

と　
き　
10
月
26
日
㈭

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　
菊
池
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

内　
容　
茶
話
会
・
介
護
ミ
ニ
講
座
な
ど

問
高
齢
支
援
課
地
域
包
括
支
援
係

　
☎（
25
）７
２
１
６

納
税
相
談
夜
間
窓
口
を

開
設
し
ま
す

と　
き　
10
月
23
日
㈪
～
27
日
㈮

　
　
　
　
午
後
８
時
ま
で

と
こ
ろ　
本
庁
１
階
税
務
課
徴
税
係

※
各
支
所
で
は
開
設
し
ま
せ
ん
。

問
税
務
課
徴
税
係　
☎（
25
）７
２
０
８

も
の
忘
れ
相
談
会

と　
き　
10
月
24
日
㈫

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

と
こ
ろ　
本
庁
１
階
高
齢
支
援
課

※�

無
料
。
要
予
約
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

問
●申
高
齢
支
援
課
地
域
包
括
支
援
係

　
☎（
25
）７
２
１
６

移
住
者
交
流
座
談
会
２
０
１
７

　
菊
池
市
へ
の
移
住
者
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
移
住
者
交
流
座

談
会
を
開
催
し
ま
す
。
移
住
し
て
か
ら
の

こ
と
を
い
ろ
い
ろ
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

と　
き　
11
月
５
日
㈰
午
前
10
時
30
分
～

と
こ
ろ　
Ｒ
Ｏ
Ｎ
Ｒ
Ｏ
Ｎ
館

対　
象　
本
市
へ
移
住
後
３
年
未
満
の
人

参
加
費　
１
５
０
０
円
※
中
学
生
以
下
無

料定　
員　
40
人
（
先
着
順
）

申
込
期
限　
10
月
25
日
㈬　

申
込
方
法　
電
話

問
●申
企
画
振
興
課
集
落
・
定
住
支
援
室

　
☎（
25
）７
２
５
０

お
や
こ
de
農
業
体
験
２

稲
刈
り
＆
秋
の
味
覚

と　
き　
10
月
14
日
㈯
～
15
日
㈰

と
こ
ろ　
菊
池
少
年
自
然
の
家
、
市
内
の

農
家
の
田
ん
ぼ

内　
容　
稲
刈
り
体
験
や
コ
ン
バ
イ
ン
乗

車
体
験
、
ア
ウ
ト
ド
ア
ク
ッ
キ
ン
グ
、
夜

の
森
探
検
、
創
作
活
動
な
ど

参
加
費　
３
５
０
０
円

※�

未
就
学
児
は
２
５
０
０
円
。
弁
当
注
文

時
は
プ
ラ
ス
５
０
０
円
。

定　
員　
家
族
20
組
程
度
（
抽
選
）

申
込
期
限　
10
月
６
日
㈮　

申
込
方
法　
電
話

問
●申
菊
池
少
年
自
然
の
家

　
☎（
27
）０
０
６
６

　
☎
０
９
６（
３
６
４
）０
８
０
０

相
談
内
容　
▼
毎
日
残
業
し
て
い
る
の
に

残
業
代
が
支
払
わ
れ
て
い
な
い
▼
震
災
後

ア
パ
ー
ト
を
退
去
す
る
よ
う
に
言
わ
れ
て

困
っ
て
い
る
な
ど

問
司
法
書
士　
磯い

そ
﨑ざ
き
耕こ
う
輔す
け

　
☎
０
９
６
７（
46
）３
８
７
６

と　
き　
10
月
12
日
㈭

　
開
場　
午
後
６
時
30
分

　
　
　
　
午
後
７
時
～
８
時
45
分

と
こ
ろ　
菊
池
市
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

講　
師　
谷た
に
口ぐ
ち
隆た
か
志し

さ
ん
（
熊
本
少
年
鑑

別
所
長
）

演　
題　
「
少
年
鑑
別
所
っ
て
ど
ん
な
と

こ
ろ
？
」

参
加
費　
無
料

問
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係　

　
☎（
25
）７
２
３
２

菊
池
市
家
庭
教
育
・
青
少
年
健

全
育
成
講
演
会
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各支所の問い合わせ先
七城支所　☎(25)1000
旭志支所　☎(25)3330
泗水支所　☎(25)2001

菊池市ホームページ
http://www.city.kikuchi.lg.jp/

菊池市の市外局番　0968
菊池市役所の住所　〒861-1392 菊池市隈府 888 番地

問商工観光課　☎ (25)7223

孔子まつり・コスモスマラソン・農業まつり
フォトコンテスト同日開催！と　き　11月３日㈮㈷

ところ　有朋の里泗水　孔子公園

泗水秋まつり

コスモスマラソン

問生涯学習課社会教育係
　☎ (25)7232第13回 菊池市文化祭

◆菊池市文化祭合同開会式・前夜祭演芸大会
と　き　10月27日㈮午後６時30分～９時
ところ　泗水ホール
◆泗水支部文化祭
【芸能発表会】泗水ホール
と　き　10月28日㈯～29日㈰　午前９時30分～
内　容　28日㈯：琴、日舞、吟詠、フラダンス／29日
㈰：合唱、新体操、レクダンス、カラオケ、社交ダンス　
【展示】泗水公民館
と　き　10月27日㈮～29日㈰　午前９時～午後４時
内　容　華道、書道、茶道、絵画、俳句、肥後狂句、陶
芸、工芸、地元園児・小中学生と福祉施設作品ほか
※28日㈯・29日㈰は茶道会によるお茶会があります。
◆旭志支部文化祭
【演芸発表会】旭志公民館大研修室
と　き　11月３日㈮㈷　午前９時45分～
内　容　日舞、コーラス､各種ダンス、民謡、カラオケ、園
児・小学生発表、地元神楽　※ロビーで地元小学生による
お茶会があります。
【展示】旭志公民館
と　き　11月２日㈭　午後１時～５時
　　　　11月３日㈮㈷　午前９時30分～演芸発表会終了
内　容　華道、文芸、書道、地元小中学生作品、生涯学習
講座作品ほか

◆七城支部文化祭
【演芸発表会】七城公民館講堂
と　き　11月５日㈰　正午～４時
内　容　着物着付け、レクダンス、日舞、コーラス､童謡、
三味線、天守太鼓、カラオケ、詩吟
【展示】七城中学校体育館
と　き　11月４日㈯～５日㈰　午前９時～午後５時
　　　　５日㈰は午後４時30分まで
内　容　生け花、書道、絵画、短歌、ちぎり絵、陶芸、編
物、短歌、小中学生・保育園幼稚園・老人ホーム作品ほか
・お茶会　４日㈯午前10時～（なくなり次第終了）
・七城天守太鼓体験　５日㈰午前10時～午後４時30分
◆菊池支部文化祭
【ステージ発表】菊池市文化会館大ホール
とき・内容　
・�11月３日㈮㈷午後１時～【第１部】日舞（３社中）
　午後６時～【第２部】フラダンス（メケ・アロハ）、シャンソン
・�����11月４日㈯午後２時～【第３部】バレエ、社交ダンス
　午後６時～【第４部】フラダンス（アロハ・フラ）、カラオケ
・11月５日㈰午後１時30分～【第５部】吹奏楽、コーラス
【展示】菊池市文化会館小ホール
と　き　11月３日㈮㈷～５日㈰　午前９時～午後７時
　　　　３日㈮㈷は正午から、５日㈰は午後４時まで
内　容　生花・書道・絵画・茶道・子ども生け花体験教
室、老人クラブ作品展（大ホールホワイエ）

ステージイベント

　
普
段
は
観
覧
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
夜

の
古
墳
館
を
探
検
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

と　
き　
10
月
14
日
㈯　

　
　
　
　
午
後
６
時
～
８
時

と
こ
ろ　
県
立
装
飾
古
墳
館
（
山
鹿
市
鹿

央
町
岩
原
３
０
８
５
）

内　
容　
貫
頭
衣
製
作
体
験
、
館
内
探
検

ツ
ア
ー
、
軽
食
（
縄
文
食
プ
レ
ー
ト
）

参
加
費　
千
円
（
観
覧
料
、
縄
文
食
代
）

※
高
校
生
以
下
５
０
０
円
（
縄
文
食
代
）

定　
員　
50
人
（
先
着
順
）

申
込
方
法　
電
話

問
県
立
装
飾
古
墳
館　

　
☎
０
９
６
８（
36
）２
１
５
１

古
墳
館
に
行
か
ナ
イ
ト

　
肥
後
古
代
の
森
地
区
の
博
物
館
や
イ
ベ

ン
ト
で
ス
タ
ン
プ
を
集
め
て
豪
華
賞
品
を

当
て
ま
せ
ん
か
。

と　
き　
～
11
月
30
日
㈭

ス
タ
ン
プ
設
置
場
所　

▼
菊
池
市　
わ
い
ふ
一
番
館

▼
和
水
町　
和
水
町
歴
史
民
俗
資
料
館

▼�

山
鹿
市　
山
鹿
市
立
博
物
館
、
装
飾
古

墳
館
、
温
故
創
生
館

賞　
品　
旭
志
牛
焼
肉
用
、
菊
池
米
の
匠
、

千
代
の
園
酒
造
し
ぼ
り
た
て
原
酒
と
甘
夏

リ
キ
ュ
ー
ル
、
花
の
香
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｏ
Ｋ

Ａ
７
フ
ェ
ス
タ
。
抽
選
に
外
れ
て
も
ダ
ブ

ル
チ
ャ
ン
ス
有
り
。

古
代
へ
の
旅

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
２
０
１
７

　
菊
池
川
沿
い
、
碧
厳
寺
、
前
川
水
源
な

ど
を
歩
き
文
化
歴
史
に
触
れ
る
体
験
会
で

す
。

と　
き　
10
月
29
日
㈰　

　
受
付　
午
前
９
時
30
分
～

　
出
発　
午
前
10
時
～

と
こ
ろ　
七
城
温
泉
ド
ー
ム
集
合

参
加
費　
千
円
（
七
城
温
泉
ド
ー
ム
食
事

券
５
０
０
円
分
、
入
場
券
２
枚
、
傷
害
保

険
代
）

申
込
期
限　
10
月
22
日
㈰

申
込
方
法　
電
話
、
F
A
X

問
●申
七
城
温
泉
ド
ー
ム

　
☎（
26
）４
８
０
０　
Ⓕ（
26
）４
１
０
７

き
く
ち
フ
ッ
ト
パ
ス
体
験
会　

七
城
コ
ー
ス

応
募
方
法　
各
ス
タ
ン
プ
設
置
場
所
に
あ

る
応
募
用
紙
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。　

問
肥
後
古
代
の
森
協
議
会
事
務
局
（
県
立

装
飾
古
墳
館
内
）

　
☎
０
９
６
８（
36
）２
１
５
１

く
ま
も
と
障
が
い
者
芸
術
展

と　
き　
10
月
３
日
㈫
～
９
日
㈪
㈷ 

と
こ
ろ　
熊
本
県
立
美
術
館
分
館
（
熊
本

市
中
央
区
千
葉
城
町
２
‐
18
）

内　
容　
絵
画
、
書
、
陶
芸
、
工
芸
な
ど

の
作
品
展
示

参
加
費　
無
料

問
く
ま
も
と
ハ
ー
ト
ウ
ィ
ー
ク
実
行
委
員

会
（
県
障
が
い
者
支
援
課
内
）

　
☎
０
９
６（
３
３
３
）２
２
３
５

　
菊
池
市
、
合
志
市
、
大
津
町
、
菊
陽
町

の
直
売
所
・
物
産
館
11
カ
所
で
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　
景
品
に
は
菊
池
地
域
の
新
鮮
な
農
産
物

や
畜
産
物
な
ど
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
完
成
さ
せ
て
豪
華
景
品

を
当
て
ま
せ
ん
か
。
詳
し
く
は
店
舗
に
あ

る
応
募
用
紙
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

菊
池
地
域
の
直
売
所
で

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

　
菊
芋
と
ヤ
ー
コ
ン
の
魅
力
を
た
っ
ぷ
り

体
験
で
き
る
ツ
ア
ー
を
企
画
し
ま
し
た
。

　

収
穫
体
験
の
ほ
か
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
、

聖
護
寺
で
の
座
禅
体
験
・
精
進
料
理
で
心

と
体
の
デ
ト
ッ
ク
ス
体
験
し
ま
せ
ん
か
。

と　
き　
❶
11
月
11
日
㈯　
❷
11
月
26
日

㈰　
午
前
９
時
30
分
～

参
加
料　

３
千
円
、
小
学
生
以
下

１
５
０
０
円
（
菊
芋・ヤ
ー
コ
ン
各
１
㌔
）

定　
員　
25
人
（
先
着
順
）

申
込
期
限　

❶
11
月
２
日
㈭　
❷
11
月
16
日
㈭

申
込
方
法　
電
話

問
●申
き
く
ち
観
光
物
産
館

　
☎（
25
）５
４
７
７

菊
芋
・
ヤ
ー
コ
ン

収
穫
体
験
ツ
ア
ー

期　
間　
10
月
14
日
㈯
～
平
成
30
年
１
月

14
日
㈰

ス
タ
ン
プ
設
置
場
所　
▼
菊
池
市　
き
く

ち
観
光
物
産
館
、
道
の
駅
旭
志
旭
志
村
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
、
道
の
駅
泗
水
養
生
市

場
、
道
の
駅
七
城
メ
ロ
ン
ド
ー
ム
、
き
く

ち
の
ま
ん
ま
菊
池
店
▼
合
志
市　
ク
ラ
ッ

シ
ー
ノ
・
マ
ル
シ
ェ
、
き
く
ち
の
ま
ん
ま

合
志
店
▼
大
津
町　
道
の
駅
大
津
、
と
れ

た
て
市
場
▼
菊
陽
町　
さ
ん
ふ
れ
あ
、
き

く
ち
の
ま
ん
ま
菊
陽
店

問
県
北
広
域
本
部
農
業
普
及
・
振
興
課　

　
☎（
25
）４
１
６
０

記号の説明　問…問い合わせ先　●申…申込先　☎…電話番号
Ⓕ…FAX　Ⓜ…メールアドレス　Ⓗ…ホームページ

　色彩あふれる「孔子まつり」、秋の味覚が味わえる「農業
まつり」、健康づくりの「しすいコスモスマラソン」、思い
出づくりの「フォトコンテスト」をそれぞれお楽しみくだ
さい。市民の皆さんのお越しをお待ちしています。

イベント内容（予定）　
・�孔子まつり（祭孔大典、春ちゃんの大道芸ショー、お掃

除ユニット熊本 CLEAR，S ミニライブ、お楽しみ抽選会）
・農業まつり（特産品などの販売、米つり大会）
・コスモスマラソン（要申込３・５・10㌔コース）

第
52
回
菊
池
ま
ち
づ
く
り
道
場

　
ま
ち
づ
く
り
に
携
わ
る
人
か
ら
、
菊
池

で
生
き
る
知
恵
や
経
験
を
語
っ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
今
回
は
、
く
ま
も
と
復
興
映
画

祭
実
行
委
員
会
副
会
長
で
菊
池
映
画
祭
実

行
委
員
長
の
芹せ

り

川か
わ

大だ
い

毅き

さ
ん
を
お
招
き
し
、

菊
池
養
生
詩
塾
の
佐
藤
忠
文
さ
ん
と
対
談

を
行
い
ま
す
。
申
し
込
み
・
参
加
費
は
不

要
で
す
。

と　
き　
10
月
28
日
㈯　
午
後
７
時
～

と
こ
ろ　
松
倉
邸
（
菊
池
高
校
正
門
前
）

問
菊
池
養
生
詩
塾　
佐さ

藤と
う　

　
☎
０
９
０（
４
３
４
９
）３
５
１
１前回の菊芋収穫体験

祭孔大典
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各支所の問い合わせ先
七城支所　☎(25)1000
旭志支所　☎(25)3330
泗水支所　☎(25)2001

菊池市の市外局番　0968
菊池市役所の住所　〒861-1392 菊池市隈府 888 番地

市 民 の 広 場

　お月見コンサートを開催します。皆さんの来場をお待ち
しています。
と　き　10 月 15 日㈰　
　　　　午後５時開場　５時 30 分開演
ところ　養生伝承館（泗水町吉富3183）
出演者　ウヴェ・ワルター、フォークデュオ WALTZ
入場料　2,000 円（お茶・手作り団子付き）
その他　会場には山

や ま

岡
お か

由
ゆ

佳
か

さんの油絵作品も展示します。
問●申養生伝承館　竹

た け

熊
く ま

　☎ 0968（38）4175　☎ 080（2724）8945

熊本地震復興祈念
お月見コンサート in 養生伝承館

　緊急事態の防災・防犯情報の他、暮らしの情報、
教育、文化、スポーツ、観光、イベント情報なども
配信しています。ぜひご登録ください。

携帯「メール」画面を開き「新規メール」「新規作成」など
を選択。
�「 メール 作 成 」画 面 を 開 い た ら、宛 先（ TO）に 直 接 

「 kam@123123.tv」と入力し、空メールを送信。
�10 分程度で「菊池安心メールのご登録」というメール
が届きますので、メールを開き、文章の下段にある URL（ア
ドレス）を選択してください。
�「会員登録」画面を開いたら、各自当てはまる項目にチェッ
クして「登録」を選択します。

■ 登録手順
❶

❷

❸

❹

■ �メールが届かなくなった人
　 送信しても返事が来ない人へ
　迷惑メール対策やインターネットか
らのメール拒否が考えられます。「ドメ
イン指定受信設定」で確認してください。
ドメイン指定受信設定方法はホームペー
ジに掲載していますのでご覧ください。

問市長公室　☎ 0968(25)7200 登録用２次元コード↑

安心安全メールをご利用ください！
情報充実♪

RKK 放送局と協力し、テレビ（データ放送）
を使った住民情報発信サービスを行っていま
す。お知らせや子育てなどの行政情報や、緊
急時の防災に関する情報も発信しています。

RKKテレビを
視聴します

［デタポン］を選び、
リモコンの［決定」
を押します

リモコンの
dボタンを押します

パソコンやワンセグでも
閲覧可能

　地域を選択する必要があ
ります。また、ワンセグで閲
覧する場合には、パケット料
金が発生します。
問市長公室広報交流係
　☎ 0968(25)7252

➊ 「iphone」「ipad」の場合 ⇒ App store から
　「Android」の場合 ⇒ Google play から
　�「Aurasma」で検索してインストールします。
➋ �Aurasma を起動するとチュートリアル画面が表示されますの

で、一番右までスライドし 「Skip」を押します。真ん中下の△
マークを押すと画面下部に検索ボタンが出ますので、検索ボ
タンを押して「癒しの里 菊池」と入力し検索します。

➌� 「Follow」をタップして選択します。（選択すると Following
に変わります）画面下部中央の四角のボタンを押します。

▼「癒しの里 菊池」で検索 ▼ Follow をタップ

広報写真が動き出す！？
最先端の不思議体験をぜひお試しください！動画の視聴方法
➍� 「AR」のマークがある写真にカメラをかざすと動画を見る

ことができます。

　熊本洋らん会は、このたび１年半ぶりに洋らん展を開催
します。会員が育てた秋咲洋らんを多数展示し、多くの方
の来場をお待ちしています。また、熊本洋らん会では、現
在会員を募集しています。初心者も大歓迎です。例会の見
学などもできますので、気軽にお問い合わせください。
と　き　11 月３日㈮㈷～５日㈰　
　　　　午前９時～午後５時（最終日は午後３時まで）　
ところ　熊本市動植物園　緑の相談所内（要入園料）
問●申熊本洋らん会　松

ま つ

岡
お か

　
　☎ 090（8081）0533　

熊本洋らん展

　今年も伝統文化親子教室の発表会を開催します。皆さん
のお越しをお待ちしています。
と　き　11 月３日㈮㈷　午後１時～
ところ　菊池松囃子能場
問菊本　☎ 096（352）1017　

きくち親子能楽教室発表会
～世代をつなぐ古典のちから

※
市
民
の
広
場
は
市
民
が
投
稿
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。行
政
情
報
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ご
不
明
な
点
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
各
問
い
合
わ
せ
先
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　健康、礼儀、強さ、優しさなどを学びませんか。無料体
験もできます。ぜひ気軽にお電話ください。道着プレゼン
トキャンペーン中！
と　き　毎週㈫㈭　午後７時～８時 30 分
ところ　七城体育館・菊池総合体育館
問山

や ま

崎
ざ き

　☎ 090（6636）5609

NPO 法人　全世界空手道連盟
新極真カラテ菊池道場会員募集

亘区チャリティー
お月見コンサート2017

　満月の夜、心を癒やしませんか。
と　き　10 月６日㈮　開演：午後６時 30 分～　
ところ　亘区公民館（亘 139）
出演者　吉

よ し

村
む ら

譲
じょう

二
じ

（サックス）、中
な か

林
ばやし

洋
ひ ろ

文
ふ み

（オカリナ）
　　　　佐

さ

伯
え き

陽
よ う

子
こ

（歌）、宮
み や

原
は ら

ちぐさ（歌）
入場料　無料
問田

た

中
な か

　☎ 0968（25）4418

　スポーツの秋、卓球で良い汗かきませんか。
と　き　10 月 29 日㈰　
　　　　午前８時 30 分受付　９時開始　
ところ　菊池市総合体育館サブアリーナ
対象者　校区・地区・職場・愛好者（社会人）
種　目　団体戦と個人戦
問菊池市卓球協会　北

き た

村
む ら

　☎ 0968（24）0034

菊池市民卓球大会参加者募集

　当スクールでハロウィンビンゴなどのイベント後、軽ト
ラ朝市会場へ移動し、パレードを行います。先着 100 人
のお子さんにはお菓子のプレゼントがあります。詳しくは
ホームページをご覧ください。
と　き　10 月 22 日㈰　午前９時集合
ところ　ロンドン・アイ・イングリッシュ（菊池郵便局前）
参加費　300 円
問ロンドン・アイ・イングリッシュ　
☎ 090（9724）3640
Ⓗ www.londonienglish.com

英会話学校主催
第４回ハロウィン仮装パレードin 菊池♪

第 10 回菊池市テニス協会
ダブルストーナメント大会

　ダブルステニス大会を開催します。テニスが好きな人、
楽しくプレーしている人、学校で部活をしている人、誰で
も大会に参加できます。
と　き　11 月３日㈮㈷ 午前９時～　※雨天予備日５日㈰
ところ　菊池市城山公園テニスコート
種　目　男子・女子ダブルス（フリー・C・D クラス）
参加料　１ペア 3,000 円　（高校生以下 2,000 円）
　　　　※会員になると参加料を割り引きます。
申込期限　10 月 27 日㈮
問●申菊池市テニス協会　竹

た け

森
も り

　☎ 090（3017）2989　

abc

　
菊
ま
つ
り
推
進
委
員
会
会
員
が
心
を
込

め
て
育
て
た
大
輪
菊
の
鉢
植
え
や
懸
崖
、

盆
栽
、
小
菊
な
ど
約
３
千
点
を
展
示
し
ま

す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

期　
間　
11
月
４
日
㈯
～
19
日
㈰

　
　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

※�

11
月
４
日
㈯
午
前
10
時
30
分
か
ら
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。
菊
池
北

中
吹
奏
楽
部
や
菊
池
女
子
高
バ
ト
ン
ト

ワ
リ
ン
グ
部
の
皆
さ
ん
に
よ
る
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
の
ほ
か
、
鞠
智
城
Ｐ
Ｒ
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー「
こ
ろ
う
君
」も
登
場
し
ま
す
。

閉
会
式　
11
月
19
日
㈰　
午
後
１
時
～

※�

閉
会
式
終
了
後
に
展
示
菊
の
即
売
会
を

行
い
ま
す
。

と
こ
ろ　
菊
池
市
民
広
場

問
商
工
観
光
課
観
光
振
興
係　

　
☎（
25
）７
２
２
３

菊
人
形
・
菊
ま
つ
り

菊人形
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熊
本
の
安
全
・
安
心
な
牛
乳
を
全
国
へ

熊
本
県
酪
農
業
協
同
組
合
連
合
会
　
菊
池
工
場

◆
所
在
地　
泗
水
町
亀
尾
３
５
３
３

◆
従
業
員　
38
人

◆
設　
立　
昭
和
58
年

☎
０
９
６
８（
38
）２
３
１
１

Ⓗhttp://w
w

w
.m

others.or.jp

◆
主
な
製
品　
コ
ン
ビ
ニ
や
自

動
販
売
機
で
お
な
じ
み
の
「
大

阿
蘇
牛
乳
」、「
カ
フ
ェ・オ・レ
」

な
ど
熊
本
県
産
牛
乳
を
使
用
し

た
パ
ッ
ク
飲
料
を
日
本
全
国
お

よ
び
香
港
な
ど
へ
出
荷
し
て
い
ま
す
。

◆
業
務
内
容　
県
内
の
酪
農
家
か
ら
集
め
ら
れ

た
生
乳
か
ら
、
常
温
で
長
期
保
存
で
き
る
ロ
ン

グ
ラ
イ
フ（
LL
）商
品
を
製
造
し
て
い
る
工
場
で
す
。

◆
市
民
の
皆
さ
ん
へ　

未
開
封
の
状
態
な
ら
、

冷
蔵
庫
に
入
れ
な
く
て
も
長
期
保
存
で
き
る
ロ

ン
グ
ラ
イ
フ（
LL
）商
品
。
製
造
開
始
か
ら
来
年

で
35
周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
ご
愛
飲

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
と
内
製
化
で

最
先
端
の
も
の
づ
く
り
を
実
現

応
用
電
機
㈱

◆
所
在
地　
泗
水
町
吉
富
１
０
０
‐
29

◆
従
業
員　
１
５
５
人

◆
設　
立　
昭
和
55
年
６
月

☎
０
９
６
８（
38
）６
１
１
１

Ⓗhttp://w
w

w
.oyoe.co.jp

◆
主
な
製
品　
半
導
体
検
査
装

置
な
ど
の
産
業
用
電
子
機
器
、

製
造
ラ
イ
ン
な
ど
の
メ
カ
ト
ロ

ニ
ク
ス
装
置
、
太
陽
電
池
特
性

計
測
・
評
価
シ
ス
テ
ム
、
静
脈

認
証
装
置
、
超
音
波
骨
密
度
測
定
装
置
な
ど
他

に
も
た
く
さ
ん
の
製
品
を
手
掛
け
て
い
ま
す
。 

◆
業
務
内
容　
電
子
・
光
学
を
応
用
し
た
測
定
・

計
測
機
器
、
メ
カ
ト
ロ
機
器
、
医
用
機
器
の
開
発
、

設
計
、
製
造
。

◆
市
民
の
皆
さ
ん
へ　
一
緒
に
働
い
て
く
れ
る

人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

問
い
合
わ
せ
先　
商
工
観
光
課

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
２
３

菊
池
市
企
業
連
絡
協
議
会
の
加
盟
会
員
を
紹
介
し
ま
す
。

市
の
産
業
振
興
や
市
勢
発
展
の
た
め
市
内
企
業
61
社
が
加
盟
し
て
い
る
団
体
で
す
。

代表：茶
ちゃ

屋
や

誠
せい

一
いち

さん

�

会社外観

作業風景

会社外観

代表：松
まつ

本
もと

健
けん

二
じ

郎
ろう

さん製品

市内の各小中学校で行われているさまざまな取り組
みをピックアップしてご紹介します。

問学校教育課　☎ 0968(25)7231

Vol.38

　２年生が市内事業所で職場体験学習を行いまし
た。きくち観光物産館では３人が体験入社し、商
品整理や試食販売、レジ打ちなどを学習。生徒は「声
掛けやレジ打ちは慣れるまでは緊張しました。買っ
てもらえたときはうれしかったです。販売するま
でには多くの作業があることを知りました」と話
し、働くことの難しさと楽しさを学んでいました。

菊池南中学校

七城中学校
しく交流！福祉体験楽７月12 日・13 日

試食を勧める生徒市役所で試食販売

たくさんの商品が売れました

　３年生 78 人が安国寺（久米一）で壁塗りを体験
しました。同寺は市の指定文化財で、熊本地震で
被害を受けたため現在修復工事中。児童たちは修
復作業を行う左官から指導を受け、こてを使い土
を塗るなど昔ながらの工法を学びました。参加し
た児童は「楽しかった。優しく壁の塗り方を教え
てもらい上手くできました」と笑顔を見せました。

手にできたよ！土壁塗り体験上
泗水小学校７月19 日

場体験学習職７月12 日

７月13 日

DVD 視聴 合言葉は「いかのおすし」

審者対策を学びました不
戸崎小学校

花房小学校
曜授業土７月８日

こての使い方を真剣に聞く児童 １人ずつ壁塗りを体験

　体育館で不審者対策の集会を開きました。集会
では、防犯の DVD を視聴したほか、不審者被害
に遭わないための「５つのやくそく」や防犯標語「い
かのおすし（いかない、のらない、おおきなこえ
をだす、すぐにげる、しらせる）」の合言葉を確認。
児童たちは真剣な表情で参加していました。

　３年生が福祉体験活動を行いました。高齢者や
障がいのある方に対する理解を深めることや、福
祉の重要性を知ることなどを目的に毎年実施して
おり、今年は校区内にある 11 の福祉施設を訪問。
入所者や利用者と交流しました。参加した生徒は

「最初は緊張して何も話せませんでしたが、笑顔で
話しかけると笑顔が返ってきてとてもうれしかっ
たです」と活動を振り返りました。

入所者と一緒に七城音頭を踊りました

水鉄砲作り ミシンの使い方を習いました

　土曜授業を開きました。今回は学校応援団の皆
さんに協力していただき、１年生は「水鉄砲作り」
２年生は「生物調査」３年生は「出田地区探検」
４年生は「菊池川探検」５年生は「裁縫」６年生
は「花房飛行場学習」を実施しました。１年生は、
老人会の皆さんと一緒に竹製水鉄砲を作製。完成
した水鉄砲で元気いっぱい遊んでいました。

　

旧
龍
門
小
学
校
の
集
落
定
住
支
援

セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に
、空
き
家
の
調
査

や
、集
落
に
住
む
地
元
の
人
の
声
を
ヒ

ア
リ
ン
グ
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、移
住

希
望
者
に
向
け
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
予
定
で
す
。
東
京
や

大
阪
な
ど
の
都
市
部
で
開
催
さ
れ
る

移
住
希
望
者
を
対
象
に
し
た
イ
ベ
ン

ト
に
も
参
加
。
菊
池
の
魅
力
を
発
信

し
、多
く
の
人
を
呼
び
込
め
る
よ
う
活

動
し
て
い
ま
す
。

　
協
力
隊
と
し
て
３
年
目
を
迎
え
、任

期
も
あ
と
約
半
年
。
今
で
は
す
っ
か

り
菊
池
に
慣
れ
ま
し
た
。
自
分
に
と
っ

て
菊
池
の
お
気
に
入
り
は
水
。
移
住

し
た
当
初
、き
れ
い
で
お
い
し
い
湧
き

水
に
感
動
し
、今
で
も
毎
週
の
よ
う
に

汲
み
に
行
き
ま
す
。

　
協
力
隊
の
活
動
を
通
し
て
、た
く
さ

ん
の
人
と
知
り
合
い
ま
し
た
。地
域
住

民
や
移
住
者
と
の
交
流
も
増
え
、ま
ち

で
声
を
か
け
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
で
す
。

縁
を
大
事
に
し
て
、残
り
の
活
動
も
充

実
し
た
も
の
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

vol.９

【 

問
い
合
わ
せ
先 

】

企
画
振
興
課 

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
５
０

多
く
の
縁
が
で
き
た
菊
池

移
住
し
て
良
か
っ
た
で
す

市
で
は
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
、現
在
11
人
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

各
自
の
取
り
組
み
を
報
告
し
ま
す
。

移
住・定
住
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

鈴す
ず

木き 

良よ
し

和か
ず

さ
ん
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北住吉・飛熊子ども会（左）、川辺子ども会
（右）優勝チームは県大会へ出場します

ビーチボールバレー・ソフトボール大会
　泗水体育館と泗水小学校グラウンドでビーチボール
バレー・ソフトボール大会が開催されました。大会は
菊池市子ども会育成協議会（古

ふ る

津
つ

理
り

恵
え

会長）の主催で
今回で 13 回目。子どもたちが熱戦を繰り広げ、大い
に盛り上がりました。優勝チームは次のとおりです。

【ビーチボールバ
レ ー】 北 住 吉・
飛 熊 子 ど も 会、
同オープンの部
は富の原台区 A
子ども会

【ソフトボール】
川辺子ども会

７月 16 日　菊池市子ども会

太鼓の大きさは直径約 1.2㍍。小バチと大
バチの 2 種類のバチを使って 2 人で演奏

住吉日吉神社雨乞太鼓を奉納
　住吉日吉神社で「住吉日吉神社雨乞太鼓」が奉納さ
れました。500 年以上前から続く伝統行事で、今年
4 月、日本遺産に選ばれた構成遺産の一つです。この
日は雨乞太鼓保存会の会員が交代しながら太鼓を演
奏。2 人一組で軽快にばちをさばきながら大きな音を
境内に響かせま
した。保存会の
青
あ お

木
き

家
い え

継
つ ぐ

会長は
「日本遺産にも選
ばれてうれしい。
大切に受け継い
でいきたい」と
話しました。

７月16 日　市指定無形民俗芸能

受章した城さん

城敏博さんが瑞宝双光章を受章
　元公立小学校長の城

じょう

敏
と し

博
ひ ろ

さん（東正観寺）が瑞宝双
光章を受章し、報告のため市役所を訪れました。城さ
んは、昭和 24 年４月から平成２年３月に西合志東小
学校校長として定年退職するまで、41 年の長きにわ
たり教育・青少年の健全育成に努めてきました。城さ
んは「受章はお
もいがけないこ
とでとても光栄。
これからも健康
に注意して妻と
一緒に頑張って
いきたい」と語
りました。

７月10日　高齢者叙勲
犯罪や非行のない社会を目指して

　菊池市文化会館で第 67 回社会を明るくする運動菊
池市集会が開催され、市民約 500 人が参加しました。
この運動は、全ての国民が犯罪や非行の防止と罪を犯
した人たちの更生について理解を深め、力を合わせて
犯罪や非行のない明るい社会を築こうとする全国的な
運動です。集会
では菊池少年少
女合唱団の合唱
や小中高校生の
作文発表のほか、
野

の

口
ぐ ち

義
よ し

弘
ひ ろ

さんの
講演などがあり
ました。

７月８日　社会を明るくする運動菊池市集会

会場では菊池女子高校茶道部のお手前披露
やリサイクル本の無料配布もありました

地震で倒壊した鳥居の一部を記念碑に
　泗水町住吉の金

か ね

子
こ

美
よ し

之
ゆ き

さん、植
う え

島
じ ま

和
か ず

德
の り

さん、上
う え

田
だ

照
て る

夫
お

さんが、住吉日吉神社の鳥居の一部を記念碑として
設置しました。鳥居は 1715 年に建てられたもので、
住民に大切に守られてきましたが、昨年の熊本地震で
倒壊。貴重な資料として後世に残そうと、足の部分約
1.5 ㍍ を 移 し て
石碑を設置しま
した。上田さん
は「記念碑を大
切に守り記録と
共に後世に残し
ていきたい」と
語りました。

７月16 日　住吉日吉神社

左から金子さん、上田さん

株式会社ニフコ熊本と進出協定締結
　株式会社ニフコ熊本（親会社 : 株式会社ニフコ）が、
田島工業団地内に新たに用地を取得し、自動車向けプ
ラスチック部品などの研究開発と製造を行う工場を新
設することが決まり、熊本県庁で協定調印式があり
ました。新工場は平成 30 年１月に着工予定で、総投
資 額 は 約 40 億
円を予定してい
ます。数百人規
模の工場となり、
うち 100 人を新
たに雇用する予
定です。

７月 18 日　進出協定　

左から江
え

頭
がしら

実
みのる

市長、㈱ニフコ熊本黒
く ろ

田
だ

千
ち

秋
あ き

社長、㈱
ニフコ山

や ま

本
も と

利
と し

行
ゆ き

社長、奥
お く

薗
ぞ の

惣
ふ さ

幸
ゆ き

県商工観光労働部長

水口勝之さんが農林水産大臣賞を受賞
　平成 29 年度熊本県乾しいたけ品評会で、水

み ず

口
ぐ ち

勝
か つ

之
ゆ き

さん（遊蛇口）が特等賞にあたる農林水産大臣賞を受
賞し、報告のため市役所を訪れました。本市生産者の
同賞受賞は昨年に続き２年連続です。今回の受賞に水
口さんは「良いシイタケができたと手ごたえはあった
が、受賞は想像
していなかった
ので驚いた。今
後は機械化を進
め、低コストで
良いものを作り
たい」と抱負を
語りました。

７月20 日　熊本県乾しいたけ品評会

受賞した水口さん

左から田嶌さん、江
え

頭
がしら

実
みのる

市長

田嶌駿樹さんが活動を報告
　JICA の青年海外協力隊としてセネガルに派遣され
た田

た

嶌
し ま

駿
と し

樹
き

さん（栄町）が、２年の任期を終え帰国し
ました。大学で小学校の教員免許を取得した田嶌さん
は、卒業後すぐにセネガルへ着任。現地の教職員や大
学生への授業指導や改善方法を一緒に考える活動を行
いました。田嶌
さんは「文化や
環境が大きく違
うところへ行け
ば視野が広がる。
互いの違いも受
け 入 れ ら れ る 」
と語りました。

７月25 日　独立行政法人国際協力機構 (JICA)
災害に備えて相互応援協定を締結

　佐賀県伊万里市役所で災害時相互応援協定の締結式
があり、本市と伊万里市、上益城郡嘉島町の３市町が
協定書を交わしました。この協定により地震などの大
規模災害時は、３市町が被災者支援に必要な物資機材
の提供や職員派遣などを相互に行います。今後は、各
市町の災害情報
の 共 有 を 進 め、
いざというとき
速やかに応援お
よび支援の受け
入れができる体
制を構築してい
きます。

７月24 日　災害時相互応援協定

左から江
え

頭
がしら

実
みのる

市長、塚
つ か

部
べ

芳
よ し

和
か ず

伊万里市長、
荒
あ ら

木
き

泰
や す

臣
お み

嘉島町長

園児の保護者や地域住民など約 60 人が来
場し、美声に聞き入っていました。

宮良多鶴子さん復興応援コンサート
　東ティモールで孤児の支援や震災復興支援などを続
けるソプラノ歌手、宮

み や

良
ら

多
た

鶴
ず

子
こ

さんが菊池みゆきこど
も園を訪れ、コンサートを開きました。宮良さんはク
ラシックや日本の歌謡曲、外国の民謡など８曲を披
露。東ティモールの現状や復興支援のエピソードなど
も紹介しました。
宮良さんは「地
球の未来をつく
るのは子どもた
ち。平和の架け
橋を築いていき
ましょう」と呼
びかけました。

７月 22 日　地球の仲間コンサート

ななしろミュージックフェスタ2017
　七城鴨川公園で開催され、多くの来場者でにぎわい
ました。ステージでは、菊池市少年少女合唱団による
合唱や七城天守太鼓の力強い演奏のほか、シンガーソ
ングライターや演歌歌手が登場して美声を響かせまし
た。今回はサプライズで白龍も登場。餅まきをして祭
りを盛り上げま
した。最後は豪
華景品が当たる
お楽しみ抽選会
が開かれ、子ど
もから大人まで
楽しいひととき
を過ごしました。

７月 22 日　音楽の祭典

小雨が降るなか力強い演奏を見せる七城天
守太鼓の皆さん

科学の不思議を体験！
　第 10 回科学の祭典 in 菊池が菊池市文化会館小ホー
ルで開催され、家族連れなど多くの子どもたちが実験
や体験を楽しみました。子どもたちに科学・理科の面
白さを広めることを目的に開催しているもので、市校
長会が主催。会場にはスライムやロケット、ブーメラ
ン な ど 10 種 類
以上のブースが
並び、参加した
子どもたちはス
タンプラリーを
しながらさまざ
まな実験に挑戦
していました。

７月22 日　第 10 回科学の祭典 in 菊池

先生による実験を注視する子どもたち
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九州柳河精機株式会社が発電機を寄贈
　川辺工業団地内に立地している九州柳河精機株式会
社が、市へホンダ発電機エネポ２台を寄贈しました。
地域貢献と地域活性化の一環として贈られたもので、
同社の「やながわ夏まつり2017」内で贈呈式があり
ました。発電機は主に災害時の非常用電源として活用
するほか、各種
イベントでも利
用する予定です。
江

え

頭
がしら

実
みのる

市長は「市
民のために活用
させていただき
ます」とお礼を
述べました。

７月 29 日　地域貢献活動

安
や す

田
だ

八
や

洋
ひ ろ

社長から江頭市長に手渡されまし
た

真夏の球宴！永区が制覇
　泗水町ナイターソフトボール大会が開催されまし
た。大会には泗水町内の各行政区から 24 チームが参
加。６日間にわたり熱戦を繰り広げました。試合中、
足が空回りして転倒する人や、ホームランを打って祝
福を受ける人もいました。結果は次のとおりです。

【優勝】　
永区

【準優勝】　
久米一区

【３位】
富の原一区
桜山一区

７月27 日　ナイターソフトボール大会

優勝した永区の皆さん

測友会がボランティアで清掃作業
　市内に事業所を置く測量関係の会社で組織する、測
友会（松

ま つ

下
し た

益
ま す

巳
み

会長）の会員 13 人が清掃ボランティ
ア作業を行いました。この活動は平成 20 年度から続
けており 10 回目。今回は鴨川河畔公園一帯のゴミ拾
いを実施しました。大きなゴミはほとんどありませ
んでしたが、可
燃物ゴミ 14 袋、
不燃物ゴミ２袋
を回収。会員は

「今後も菊池市の
役に立てるよう
続けていきたい」
と語りました。

７月29 日　清掃ボランティア作業

ゴミ拾い作業に汗を流す測友会の会員

菊高生が小学生の学習支援
　菊池高校で、生徒が市内の小学生に勉強を教える「小
学生児童への学習支援」が開催されました。小学生の
夏休みの勉強を高校生がアドバイスするもので、10
年以上行われています。今年は市内の小学校４校から
６年生の児童１００人が参加。夏休みの自由研究を進
めていた児童は

「高校生が親身に
なって優しく教
えてくれたので、
勉強が進んで良
かった。とても
楽しかった」と
話しました。

７月 27 日・28 日　小学生児童への学習支援　

高校生からアドバイスを受ける児童たち 発表した児童たち

代表児童が童話発表
　七城公民館講堂で菊池市童話発表会が開催され、市
内各小学校の代表 17 人が感情豊かに発表しました。
優秀賞には、井

い

野
の

彩
あ や

霞
か

さん（花房小３年）、東
ひがし

乙
お と

葉
は

さ
ん（旭志小４年）、小

お

野
の

由
ゆ

布
う

子
こ

さん（泗水西小５年）
が選ばれました。３人は８月に開催された菊池郡市童
話発表大会に市
代表として出場。
井野さんが最優
秀賞を受賞しま
した。井野さん
は、10 月７日に
開催される県大
会に出場します。  

７月 28 日　平成 29 年度菊池市童話発表会

新入社員の皆さん。「縫製とミシンに興味の
ある人はぜひ見学にお越しください」

明るく楽しい職場づくりを推進
　株式会社九州イノアックが高級車種の部品製作を始
めるに当たり、縫製部門を新設して８人を新規雇用し
ました。同社では社員研修に合わせて交流会なども積
極的に行い、明るく楽しい職場づくりを進めるほか、
地域住民を招いて祭りを開催するなど地域との交流
も行っています。
管理部の中

な か

間
ま

勝
か つ

幸
ゆ き

さんは「これ
からも積極的に
地元雇用をしな
がら明るい職場
環境づくりを進
めていきたい」。

７月27 日　株式会社九州イノアック縫製部門新設
操法で団結力・防災力アップ

　七城総合グラウンド駐車場で菊池市消防団七城方面
隊消防操法大会が開催され、21 チームが日頃の訓練
の成果を披露しました。この大会は、火災現場で重要
となる小型ポンプ操法技術の習得、団員の士気向上を
目的に毎年開催しています。結果は次のとおりです。

【優勝】　第８分
団２部　台・瀬
戸口班

【２位】　第８分
団 １ 部　 岡 田・
流川班

【３位】　第９分
団１部 新古閑班

７月30 日　七城方面隊操法大会

優勝した台・瀬戸口班

全国・九州大会に出場する選手たち

全国・九州でも全力プレーで頑張ります
　県中体連などで優秀な成績を収め、全国大会や九州
大会への出場を決めた市内の中学生が市役所を訪問し
ました。江

え

頭
がしら

実
みのる

市長が「全力を出し切って多くの人の
記憶に残るプレーをしてください」とあいさつ。七
城中ソフトテニス部の平

ひ ら

田
た

仁
じ ん

さんと久
ひ さ

川
か わ

陽
は る

生
き

さんは
「コーチや両親の
支えがあり、優
勝できた。感謝
の気持ちを胸に
九州大会でも優
勝し、全国を目
指します」と抱
負を述べました。

８月２日　県中体連全国・九州大会出場報告

参加した子どもたち

小中学生が熱戦！ 子ども囲碁・将棋大会
　旭志公民館で子ども囲碁・将棋大会が開催され、市
内の小中学生 22 人が大人顔負けの白熱した対局を繰
り広げました。囲碁の部は参加少数により不成立とな
りました。成績は次のとおりです。（敬称略）
将棋の部【優勝】松

ま つ

岡
お か

怜
れ い

（菊池南中１年）
【２位】松

ま つ

元
も と

啓
け い

和
わ

（菊池南中１年）
【３位】荒

あ ら

木
き

柊
しゅう

太
た

（泗水東小４年）
【敗者戦優勝】
松
ま つ

元
も と

笙
しょう

真
ま

（隈府小１年）

８月４日　第 31 回子ども囲碁・将棋大会

左から和田野さん、辻さん、重森さん

きれいな歌声を披露しました
　菊池市文化会館できくち童謡唱歌祭が開催され、
74 組（105 人）が出場しました。出場した子どもた
ちは少し緊張しながらも、マイクを使わない澄んだ歌
声で会場を包み込み、観客を童謡の世界に引き込んで
いました。上位の結果は次のとおりです。（敬称略）

【宮本トミヨ賞】
辻
つ じ

朋
と も

佳
か

和
わ

田
だ

野
の

花
み ち

（菊池南中３年）
【教育長賞】
重
し げ

森
も り

春
は る

那
な

（菊池南中１年）

８月６日　第 30 回きくち童謡唱歌祭

和菓子作りを楽しむ子どもたち

菊池の食と自然を満喫
　山と海青少年交流会が開催され、菊池ライオンクラ
ブと姉妹提携を結ぶ天草本渡ライオンズクラブの子ど
もたち 20 人と関係者が本市を訪れました。この交流
会は、毎年子どもたちの夏休み期間を利用して行われ
ており、今年で 35 回目。一行は２泊３日の日程で市
内に滞在し、ホ
ストファミリー
と交流したほか、
菊 池 夏 ま つ り、
和菓子作り、イ
デベンチャー体
験などを楽しみ
ました。

８月４日～６日　第 35 回山と海・青少年交流会

手作りの手旗を振りながら応援する市民の
姿もありました

菊池の風を感じよう！
　菊池ライド 2017 が開催され、県内外から約 150
人のサイクリストが参加しました。参加者は 68 キロ
コースと 32 キロコースに分かれて菊池市民広場をス
タート。竜門ダムや道の駅などを巡り、菊池のグルメ
を満喫しながらツーリングを楽しみました。
　沿道には市民
の皆さんが応援
する姿も見られ、

「頑張って」と手
を振ると、選手
たちも手を上げ
て笑顔で応えて
いました。

７月 30 日　菊池ライド 2017
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10月22日
㈰

宮本内科クリニック（内・小・循） 菊池市 0968（25）2047

大森医院（内・麻） 合志市 096（248）0003

菊陽台病院（整） 菊陽町 096（232）1191

斎藤産婦人科医院（産・婦） 菊池市 0968（24）1177

みなみかわ歯科クリニック 合志市 096（242）1182

栄町薬局 菊池市 0968（23）0086

10月29日
㈰

ひかりヶ丘眼科・内科医院（眼・内） 合志市 096（348）6305

和み内科診療所（内） 合志市 096（248）7534

光の森脳神経外科内科（脳・神内・内） 菊陽町 096（232）7711

古賀眼科（眼） 大津町 096（293）1411

新谷歯科医院 菊池市 0968（25）2034

11月３日
㈮㈷

よしもと小児科（小・ア） 菊陽町 096（233）2520

仁誠会クリニック大津（腎内・循内） 菊陽町 096（232）9595

熊本リハビリテーション病院（整・内） 菊陽町 096（232）3111

まつもと耳鼻咽喉科医院（耳） 菊池市 0968（23）6111

11月５日
㈰

西山医院（内・循・小） 菊池市 0968（25）2561

ふじおか内科（内（循・消）） 菊陽町 096（232）7550

勝久病院（内・整） 大津町 096（293）5000

ちが産婦人科医院（産・婦） 菊陽町 096（232）9131

中村歯科医院 菊池市 0968（37）2300

10月１日
㈰

光進会クリニック
（内・循内・消内・皮・小） 大津町 096（294）8888

古田医院（内・循内） 菊池市 0968（25）2280

緒方整形外科医院（整・リウ・リハ） 合志市 096（248）8181

松岡耳鼻咽喉科医院（耳） 菊陽町 096（232）5011

千々岩歯科医院 合志市 096（242）4681

七城中央薬局 菊池市 0968（25）5673

10月８日
㈰

みやの小児科（小） 合志市 096（248）5800

旭志石田医院（内・循・神内） 菊池市 0968（37）2037

柴田整形外科（整・リハ） 合志市 096（346）5500

黒川産婦人科医院（産・婦） 菊池市 0968（25）1071

たけうち歯科医院 合志市 096（342）5285

10月９日
㈪㈷

宮川内科医院（内・循） 合志市 096（248）2155

中野クリニック（内・消・腎） 菊池市 0968（25）5861

岩倉整形外科内科医院（整・形・リハ・麻） 大津町 096（293）8888

むさし眼科クリニック（眼） 合志市 096（248）6390

10月15日
㈰

合志第一病院（内） 合志市 096（242）2745

高木医院（内） 菊池市 0968（25）2532

庄嶋医院（胃・肛・外） 合志市 096（242）3388

たに耳鼻咽喉科アレルギー科（耳・ア） 菊陽町 096（233）3387

林田歯科クリニック 合志市 096（248）5088

休日在宅当番医 ※�当番医は変更される場合があります。最新情報は、地域救急医療情報センター（菊池
広域連合消防本部）☎ 096(232)9331 でご確認ください。

お誕生日
おめでとう!

これまでの記事はホームページでも見ることができます。
▼市長室へようこそ「メッセージ」
http://www.city.kikuchi.lg.jp/q/list/305.html

市長からのメッセージ

江頭　実vol.43

◆
先
日
欧
州
に
出
張
し
ま
し
た
。
最
初

の
訪
問
地
は
ス
ペ
イ
ン
・
バ
レ
ン
シ
ア

州
の
ス
エ
カ
市
。
な
ぜ
ス
ペ
イ
ン
？ 

と
驚
か
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
実
は

こ
の
地
域
は
コ
メ
の
一
大
産
地
で
、
ス

エ
カ
市
は
コ
メ
研
究
所
を
持
つ
ほ
ど
の

中
心
地
。
パ
エ
リ
ア
と
い
う
一
種
の
炊

き
込
み
ご
飯
が
世
界
的
に
有
名
で
、
60

年
近
く
国
際
パ
エ
リ
ア
大
会
が
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。
菊
池
市
は
近
年
日
本

一
・
世
界
一
の
米
で
知
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
か
ら
「
来
年
か
ら
日
本
で

の
予
選
大
会
を
菊
池
市
で
開
き
た
い
」

と
本
大
会
に
招
か
れ
た
も
の
で
す
。
◆

当
日
は
各
国
を
勝
ち
抜
い
た
40
組
が
腕

を
競
い
ま
し
た
。
総
合
優
勝
は
さ
す
が

に
ス
ペ
イ
ン
チ
ー
ム
で
し
た
が
、
国
際

部
門
で
は
日
本
人
チ
ー
ム
が
初
優
勝
！

し
か
も
そ
の
発
表
・
授
与
者
は
私
が
指

名
さ
れ
た
た
め
、
ス
テ
ー
ジ
上
で
日
本

人
同
士
が
抱
き
合
っ
て
喜
ぶ
こ
と
と
な

り
、
会
場
は
拍
手
と
大
歓
声
に
包
ま
れ

ま
し
た
。
◆
い
ま
ス
ペ
イ
ン
で
も
日
本

ブ
ー
ム
。
多
く
の
人
か
ら
「
来
年
菊
池

で
会
お
う
！
」
と
声
を
か
け
ら
れ
ま
し

た
。
農
家
の
ご
努
力
が
日
本
一
・
世
界

一
の
米
に
つ
な
が
り
、
ス
ペ
イ
ン
に
つ

な
が
り
、
欧
州
か
ら
の
観
光
客
に
つ
な

が
る
。
こ
ん
な
化
学
反
応
は
誰
も
予
想

し
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。
弛
ま
ぬ
実
行

と
改
善
工
夫
。
間
断
な
い
発
信
・
Ｐ
Ｒ
。

こ
う
し
た
地
道
な
努
力
こ
そ
が
結
局
は

成
功
へ
の
王
道
、
と
痛
感
し
ま
し
た
。

「米でつながる菊池と欧州」

専用フォーム

ハッピー・バースデーに写真を掲載しませんか？
平成 29年11月までに誕生日を迎える３歳までの子どもの写真を募集しています。
申込期限　誕生月の前月５日  ※５日が休日の場合は前日。
募集人数　先着 24 人（毎月）
申込方法　�写真にコメントを添えて、市長公室または各支所の広報担当まで

申し込んでください。写真はデータでも受け付けます。写真のみ
後日提出でも可能です。ホームページでも申し込みできます。
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